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序章 総合連携計画の背景・目的 

 
１．計画の背景・目的・地域公共交通総合連携計画の位置づけ 
○飛島村における公共交通の実態 

飛島村における公共交通バスは、名港飛島公共交通バス（以下「飛島バス」という。）、三

重交通バス蟹江飛島線、三重交通バス南桑名線の３系統が運行されている。 
飛島バスは、名港飛島公共交通バス利用促進協議会（以下「利用促進協議会」という。）か

らの業務委託によりナゴヤシップサービスが運行している。当該事業は、協議会会員メンバ

ーの積極的な利用があるが、飛島村により欠損金補助が行われている状態である。 
この飛島バスの利用促進のため、利用促進協議会では、これまでに企業向けアンケートや

あおなみ線金城ふ頭駅を起点とする実証実験運行を行うなど、サービス改善について検討し

てきたところである。 
一方の三重交通バスについては、平成 19 年 7 月から路線が新政成まで延伸されたが、飛

島村、弥富市、蟹江町で運行経費を助成している状態で、住民に対する公共交通サービスの

維持運営が懸念されている。 
飛島村を取り巻く公共交通環境については、あおなみ線の開通や飛島ふ頭での渋滞悪化、

道路運送法の改正など大きく転換しており、上記２系統のさらなる利用促進、持続的な運行

サービスの維持・向上だけでなく、公共交通バスの再構築を含めた対応が求められている。 
 
○地域公共交通会議の設置、地域公共交通計画の策定 

飛島村では、上記公共交通の実態をふまえ、地域需要に応じた住民の生活に必要なバス等

の旅客輸送の確保や旅客の利便性向上を図り、地域の実情に即した輸送サービスの実現に必

要となる事項を協議するために、道路運送法に規定に基づき、住民、学識経験者、愛知運輸

支局、交通事業者、関係機関等からなる「飛島村地域公共交通会議」が平成 19 年６月１日

に組成された。 
この地域公共交通会議にて、住民アンケート調査、利用者アンケート調査、関係者ヒアリ

ング調査等を基に、飛島村の公共交通（バス）のあり方について協議され、平成 20 年１月

に「飛島村地域公共交通計画」としてとりまとめられた。 
 
○活性化再生法定協議会の設置、地域公共交通総合連携計画の策定 

 平成 19 年 10 月１日に、「地域公共交通活性化及び再生に関する法律」が施行され、「地域

公共交通活性化・再生総合事業」が新設された。これは、市町村が設置する法定協議会で「地

域公共交通総合連携計画」を策定し、計画に位置づけた事業を実施する際には、国からの補

助支援があるという事業である。 
 飛島村にとっては、より実効性の高い地域の公共交通バスネットワーク整備を進めるため

に有効な支援プログラムであることから、「地域公共交通会議」とは別に「飛島村公共交通活

性化再生法定協議会（以下、「法定協議会」という。）」を設置し、当該「地域公共交通総合連

携計画」を策定するものである。 
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地域公共交通総合連携計画は、平成 20 年１月にとりまとめた「飛島村地域公共交通計画」

をベースとして、法定協議会での新たな協議を踏まえ、「飛島公共交通バス」及び「コミュニ

ティバス」の運行や関連事業の計画を定めている。 
 
 
２．検討経過 
○飛島村地域公共交通計画策定時（飛島村地域公共交通会議） 

回数・時期 検討内容 
第１回会議 
平成１９年６月２９日（金） 
 

○地域公共交通会議について（設置） 
○飛島村における地域公共交通の現状について 
○飛島バス（金城駅）の事業実験について 
○これまでに実施された調査と今後の動きについて 
○住民及び利用者アンケートについて 

第２回会議 
平成１９年１０月２２日（月） 
 

○住民アンケート調査結果について 
○利用者（飛島バス・三重交通バス）アンケート調査結
果について 

○臨海部企業に対するヒアリング結果について 
○課題の抽出とその対応について 

第３回会議 
平成２０年１月２９日（火） 
 

○飛島村地域公共交通計画（案）について 
○名港飛島公共交通バス実証実験について 
○平成 20 年度事業計画（案）について 

 
○飛島村地域公共交通総合連携計画策定時 
（飛島村地域公共交通活性化再生法定協議会、飛島村コミュニティバス検討委員会） 

回数・時期 検討内容 
第１回会議 
平成２０年６月２０日（金） 
 

○規約の改正及び制定について 
○平成 20 年度事業計画及び予算について 
○活性化再生法定協議会について 
○地域公共交通総合連携計画の策定の進め方について 
○総合連携計画の骨子について 

コミュニティバス検討委員会 
第１回会議 
平成２０年７月１０日（木） 
 

○コミュニティバス検討委員会設置要綱について 
○飛島村地域公共交通計画について 
○検討の進め方について 
○関連する施策実施状況について 
○考えられる飛島村コミュニティバス計画案について 

コミュニティバス検討委員会 
視察 
平成２０年８月２８日（木） 

○大口町 視察・担当部局との意見交換 
○飛島コミュニティバス運行計画書（案）の報告 

コミュニティバス検討委員会 
第２回会議 
平成２０年９月１０日（水） 

○飛島コミュニティバス運行計画書（案）について 

第２回会議 
平成２０年１０月２３日（木） 

○飛島コミュニティバス検討委員会の検討成果について
○飛島村地域公共交通総合連携計画（案）について 
○住民説明について 
○新規開設路線について 

飛島バスフォーラム 
平成２０年１１月１６日（日） 

○飛島村の新しい公共交通バスについて 
○基調講演【飛島のバスをよりよいものとするために】

第３回会議 
平成２０年１２月４日（木） 

○飛島村地域公共交通総合連携計画について 
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３．飛島村地域公共交通総合連携計画の構成 
 本計画は、以下の８つの章から構成されている。 
 序章では、総合連携計画の背景・位置づけを整理した。 
 第１章では飛島村における公共交通の現状を、第２章及び３章では住民と企業の意向につ

いて把握した。これら現状把握をふまえ、第４章で現状の課題を整理し、第５章で基本構想

として基本方針、基本目標及び事業等の設定をした。 
 第６章では総合連携計画に基づく事業を設定し、第７章で事業の進行管理を行う PDCA サ

イクルを構築した。 
 

図表 飛島村地域公共交通総合連携計画の構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

序章 
総合連携計画の位置づけ 

・総合連携計画は、公共交通活性化再生法に基づく

飛島村の公共交通（バス）の計画を定めたもの。

計画の位置づけ、検討体制、検討経過等を整理。

第１章 
飛島村における公共交通の現状 

・飛島村における現状の公共交通の運行状況や、交

通事業等についてとりまとめた。 

第２章 
住民意向について 

・住民に対するアンケート調査をふまえ、公共交通

に対する住民意向を把握した。 

第３章 
企業意向について 

・臨海部主要企業に対するアンケート・ヒアリング

調査をふまえ、公共交通の利用実態と企業（従業

員）の意向を把握した。 

第５章 
基本構想 

・本計画の基本方針、基本目標、計画区域、計画期

間、事業内容及びその事業主体を設定した。 

第７章 
PDCA サイクルの構築 

・事業の進行管理を行う PDCA を構築した。 

・現状からの課題問題点と地域にある要望を整理し

た。 

第４章 
現状の課題問題点・要望 

第６章 
総合連携計画に基づく事業 

・「飛島公共交通バス」「飛島コミュニティバス」等

の事業内容を設定した。 
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第１章 飛島村における公共交通の現状 

 
１．飛島村を取り巻く公共交通ネットワークの状況 
 ここでは、飛島村における公共交通の現状について把握した。 
 
（１）飛島村を通過するバス運行状況 

 飛島村を通過するバスの運行状況としては、名古屋港と臨海部を結ぶ飛島バス、近鉄蟹江

駅～飛島村村内（新政成公園）を結ぶ三重交通バス（飛島蟹江線）、名鉄バスセンターと南桑

名を結ぶ三重交通バス（南桑名線）がある。 
○現状のバスネットワーク図 
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○運行形態 
 飛島バス 三重交通 

飛島蟹江線 

三重交通 

南桑名線 

運行事業者 ㈱ナゴヤシップサービス 三重交通㈱ 三重交通㈱ 
 現状：一般貸切旅客運送事

業（旧 21 条） 
一般乗合旅客運送事業（新

４条）へ転換 

一般乗合旅客運送事業 
（４条） 

一般乗合旅客運送事業 
（４条） 

運行系統 名古屋港～飛島 近鉄蟹江駅～新政公園 名鉄ＢＣ～南桑名 

路線延長距離 25.2ｋｍ 
(名古屋港～木材団地中央

信号) 

10.5ｋｍ 
 

18.1ｋｍ 

運行回数 平 日：26 便 
土 曜：17 便 
祝 日：16 便 

平 日：23 便 
土休日：23 便 

平 日：1 便（下り） 
※H20.10.16 より 

運行時刻 ○名古屋港発時間 
平日始発：7:20 
（実証実験：6:50） 
平日終発：19:47 
土休日始発：7:21 
土休日終発：18:17 

○新政公園発時間(上り)
平日始発：6:14 
平日終発：20:37 
土休日始発：6:14 
土休日終発：20:37 

○名鉄BC発時間(下り)
平日始発：21:30 
平日終発：21:30 
 

運賃 ○名古屋港～飛島 
・１回 500 円 
※金城～飛島 
・１回 300 円 
（実証実験） 

○近鉄蟹江駅前～政成 
・380 円 
 

○名鉄ＢＣ～名四飛島 
・510 円 
 

各種データ 
(平成 19 年度) 
①運行経費 
②補助金 
③輸送人員 
④輸送人員／日 
⑤輸送人員／便 

①89,720,000 円 
②65,792,974 円 
③118,254 人 
④382.7 人／日 
⑤14.5 人／便 

①46,833,000 円 
②19,870,000 円 
③72,635 人 
④198.5 人／日 
⑤8.6 人／便 

 

事業補助 名港飛島公共交通バス利

用促進協議会により運行。

飛島村の補助金投入あり。

飛島村、弥富市、蟹江町

による補助金投入あり。

 

備考 2009 年３月に廃止予定。

４月より法定協議会によ

る運行引き継ぎ。 

2009 年４月より旧飛島

バスと統合。飛島公共交

通バスに転換予定。 
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（２）飛島バスの運行状況 

①年度別運行実績 
全体的に増加傾向にあり、特に定期券の利用者数が顕著に増加している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②月別収入実績 

 平成 16 年、17 年度の１年間の収入全体に占める割合として、定期利用が約６割と最も多

い。月別には、運賃収入が平成 18 年度以降になって平成 16 年・17 年度の水準以上の利用

があり増加傾向にある。不定期の利用者が増加している可能性が高い。 
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（３）三重交通バス（飛島蟹江線）の利用実績 

①便当たりの利用実績 

 三重交通バス（飛島蟹江線）の利用実績は、平日が１便当たり５人程度、休日が１便当た

り２人程度となっている。 
 
〈飛島→蟹江〉 
平成１９年４月２０日（金）          平成１９年４月２２日（日）    

 
〈蟹江→飛島〉 
平成１９年４月２０日（金）          平成１９年４月２２日（日）    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10

18

19

9

9

12

9

2

2

0

2

0

2

3

5

4

5

1

4

2

1

2

1

0 5 10 15 20 25

6:17

6:50

7:26

8:01

8:32

9:03

10:00

10:29

11:30

12:00

13:00

13:26

14:26

15:03

16:03

16:40

17:12

17:46

18:16

18:46

19:16

19:46

20:40

(人)

平均：5.3 人／便

1
4

0
4

2
5

5

0
2

0
3

1
2

7
2

0

0
0

0
1

0
1

2

0 5 10 15 20 25

6:17
6:50

7:26
8:01

8:32

9:03
10:00

10:29
11:30

12:00
13:00

13:26

14:26
15:03

16:03
16:40

17:12
17:46

18:16

18:46
19:16

19:46
20:40

(人）

平均：1.8 人／便

(人)

(人)
(人)

平均：5.6 人／便 平均：2.3 人／便



 8

12

0

4

2

2

2

1

8

6

0

1

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

3

0

1

0

1

36

0 20 40 60 80 100 120

政成

飛島村役場

善光寺前

松之郷

飛島

上用水

神戸山

神戸新田

鍋蓋新田

河合橋

二ツ矢橋

月見橋

蟹江

忠霊塔前

蟹江駅前

乗

降

(人）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

1

1

50

17

1

5

3

1

2

1

12

10

0

1

1

0

0

0

0 20 40 60 80 100 120

政成

飛島村役場

善光寺前

松之郷

飛島

上用水

神戸山

神戸新田

鍋蓋新田

河合橋

二ツ矢橋

月見橋

蟹江

忠霊塔前

蟹江駅前

乗

降

(人）

②バス停別利用実態 

 バス停別の利用実態を見ると、起終点である蟹江駅での利用が最も多くなっており、飛島

村内を見ると、政成での乗降客数が多くなっている。 
 
〈飛島→蟹江〉 
平成１９年４月２０日（金）          平成１９年４月２２日（日）    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈蟹江→飛島〉 
平成１９年４月２０日（金）          平成１９年４月２２日（日）    
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（４）三重交通バス（南桑名線）の利用実績 

①便当たりの利用実績 

 三重交通バス（南桑名線）の利用実績は、平日・休日共に１便当たり 15 人程度となって

おり、平休日の違いは見られない。 
 
〈南桑名→飛島→名鉄ＢＣ〉 
平成１９年４月２０日（金）          平成１９年４月２２日（日）    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈名鉄ＢＣ→飛島→南桑名〉 
平成１９年４月２０日（金）          平成１９年４月２２日（日）    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(人) (人)
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平均：16.6 人／便
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②バス停別利用実態 

 バス停別の利用実態を見ると、起終点である名古屋バスセンターでの利用が最も多くなっ

ている。飛島村内を見ると、名古屋市内と比べかなり少ない。 
 
〈南桑名→飛島→名鉄ＢＣ〉 
平成１９年４月２０日（金）          平成１９年４月２２日（日）    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈名鉄ＢＣ→飛島→南桑名〉 
平成１９年４月２０日（金）          平成１９年４月２２日（日）    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(人) (人)

飛島村内 

(人) (人)
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２．飛島村における交通事情（渋滞状況） 
 ここでは、飛島村における交通事情として、主要箇所の通過交通量について把握した。 
 
（１）桜木大橋北交差点の現状 

飛島ふ頭へのアクセス経路である桜木大橋北交差点では、近年、交通量が増加し、朝昼夕

のピーク時に渋滞が発生し問題となっていたが、現在では飛島ＩＣ出口からの左折専用レー

ンの設置、右折車線の２車線化など渋滞緩和策が実施及び計画されている。 
ここでは、その桜木大橋北交差点における交通の現状をまとめた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桜木大橋北交差
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〈資料：名古屋港管理組合『飛島ふ島交通円滑化調査報告書』2007〉 
 
○朝ピーク(午前 7 時)における一時間当たり交通量 
 
 
 
 
 

 
○昼ピーク(午後 3 時)における一時間当たり交通量 
 
 
 
 
 

 
○夕ピーク(午後５時)における一時間当たり交通量 
 
 
 
 
 
                       ※網掛けは交通量 200 台／時以上 

 
○交通容量比(交通量／可能交通容量) 

 
 
 

 
 
 
 
 
○各流入部の滞留長 
 
 
 
 

※網掛けは滞留長 200ｍ以上であることを示す 

左折 直進 右折 左折 直進 右折 左折 直進 右折 左折 直進 右折
普通車 53 595 56 437 211 300 27 32 23 45 338 185
大型車 38 155 31 87 37 64 32 12 27 29 63 94
トレーラー 5 55 8 18 7 9 54 27 24 10 25 39
小計 96 805 95 542 255 373 113 71 74 84 426 318
合計 258 828996 1,170

①北側 ②東側 ③南側 ④西側

単位：メートル

左折 直進 右折 左折 直進 右折 左折 直進 右折 左折・直進 直進 右折
7時 64 198 63 248 114 102 108 59 39 180
15時 169 191 105 203 122 82 267 213 130 189
17時 169 68 120 144 106 65 269 279 152 223

①北側 ②東側 ③南側 ④西側

124
142
100

単位：台 

単位：台 

左折 直進 右折 左折 直進 右折 左折 直進 右折 左折 直進 右折
普通車 123 79 54 71 41 76 34 69 82 44 115 12
大型車 84 76 44 75 48 106 64 103 77 54 67 22
トレーラー 31 225 33 116 49 27 200 107 125 11 118 132
小計 238 380 131 262 138 209 298 279 284 109 300 166
合計 749 609 861 575

②東側 ③南側 ④西側①北側

左折 直進 右折 左折 直進 右折 左折 直進 右折 左折 直進 右折
普通車 218 39 122 26 79 73 213 340 255 47 178 26
大型車 68 43 27 22 40 81 73 96 71 22 50 45

トレーラー 35 65 33 91 28 19 130 77 102 16 44 138
小計 321 147 182 139 147 173 416 513 428 85 272 209
合計 650 459 1,357 566

①北側 ②東側 ③南側 ④西側

左折 直進 右折 左折 直進 右折 左折 直進 右折 左折・直進 直進 右折
7時 0.27 0.81 0.61 1.05 0.38 0.79 0.44 0.19 0.31 1.55
15時 0.65 0.55 0.9 0.94 0.37 0.49 1.18 0.74 1.06 1.02
17時 0.79 0.2 1.12 0.56 0.33 0.4 1.23 1.01 1.38 1.230.41

①北側 ②東側 ③南側 ④西側

0.44
0.57

交通容量比　0.8～1.0

交通容量比　1.0～1.2

交通容量比　1.2以上

単位：台 
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（２）主要箇所の道路交通量 

ここでは、愛知県「全国道路交通情勢調査（交通量調査表）」（平成 17 年度）より、主要

道路における断面交通量と混雑度について整理した。 
飛島村内の調査地点では、国道３０２号の混雑度が平日では２を、休日では１を超えてお

り、かなりの混雑状況が伺われる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈資料：愛知県『全国道路交通情勢調査(交通量調査表)』(平成１７年度)〉 
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３．飛島村の人口状況 
（１）地区別人口 

 飛島村の地区別人口、及び世帯数を把握した。人口数の多いエリアを網掛けしているが、公

共施設が立地している「北竹之郷」地区が最も多く、次いで「北枕江」地区となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）昼間人口等 

 飛島村の人口、昼間人口、事業所数等を把握した。 
人口が約 4,000 人に対して、昼間人口がその３倍以上の約 14,000 人あり、臨海部に立地す

る企業・従業員数の多さに留意した対応が必要である。 
人口  4,506 人 H20.9.1 現在 

昼間人口 13,711 人 H17 国勢調査 
面積 22.52ｋm2  

事業所数 638 H18 事業所企業統計  

人口（人） 全体比 世帯数 全体比
大用水 159 3.5% 39 3.1%
中江 91 2.0% 21 1.7%
汐除 182 4.0% 57 4.5%

南竹之郷 181 4.0% 58 4.6%
北竹之郷 398 8.8% 122 9.7%
南枕江 188 4.2% 48 3.8%
北枕江 307 6.8% 74 5.9%
中用水 216 4.8% 55 4.4%
上用水 214 4.8% 54 4.3%
梅之郷 200 4.4% 56 4.4%
三福 144 3.2% 37 2.9%

笹之郷 164 3.6% 33 2.6%
泉之郷 115 2.6% 29 2.3%
古台 281 6.2% 68 5.4%

大宝西 160 3.6% 35 2.8%
大宝東 169 3.8% 46 3.6%
重宝 216 4.8% 63 5.0%
八島 144 3.2% 97 7.7%

北古政 194 4.3% 74 5.9%
南古政 209 4.6% 56 4.4%
西新政 230 5.1% 54 4.3%
東新政 191 4.2% 48 3.8%
北新政 142 3.2% 32 2.5%
木場一 1 0.0% 1 0.1%
木場二 6 0.1% 6 0.5%
金岡 0 0.0% 0 0.0%

東浜一 0 0.0% 0 0.0%
東浜二 3 0.1% 1 0.1%
東浜三 0 0.0% 0 0.0%
合計 4,505 100% 1,264 100%
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第２章 住民意向について 

 
１．住民意識調査概要 

飛島村の住民を対象に、日ごろの外出状況や交通手段を調査し、今後の公共交通（バ

ス）施策の参考とするためアンケート調査を行った。 
調査概要は以下の通り。 

 

項目 内容 
アンケートの狙い 飛島村住民の日ごろの外出状況や交通手段の把握。 
対象者 飛島村内在住の 15 歳から 79 歳の住民の中から無作為で抽出した概ね

半数の住民 
回収期間 平成 19 年 7 月 30 日～同年８月 12 日 
発送数 1,859 票 
回収数(回収率) 957 票（51.5％） 
アンケート項目 ○通勤・通学時の交通行動 

通勤・通学先の所在地・出発時刻・帰宅時刻・交通手段・ 
鉄道の利用駅・駅までの交通手段 

○買い物時の交通行動 
買い物の頻度・曜日・買い物先地域・出発時刻・帰宅時刻・ 
交通手段・鉄道の利用駅・駅までの交通手段 

○通院時の交通行動 
通院の頻度・曜日・通院先・出発時刻・帰宅時刻・交通手段・ 

鉄道の利用駅・駅までの交通手段 

○公共施設へ行く場合の交通行動 
公共施設へ行く頻度・曜日・よく行く公共施設・出発時刻・ 

帰宅時刻・交通手段 

○日ごろのバス利用について 
バス利用の頻度・利用するバスとその理由・バスを利用しない理由

○自動車の運転について 
免許の有無・運転行為に対する感情・何歳まで運転するか・ 

公共交通整備についての意見 

○新しい公共交通のあり方について 
バス利用の目的・行政が整備をすることについての意見・ 

鉄道との接続 

○飛島村内の交通事故危険箇所について 
危険を感じるか否か・不安箇所とその理由 
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２．交通行動実態 
（１）通勤・通学時の状況 

①通勤・通学の所在地 

下の図は、飛島村内の各地域からどこへ通勤・通学しているかを表したものである。 
名古屋に通勤・通学している住民の数が最も多いことがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
n=533(SA) 

 
②通勤・通学時の交通手段 

通勤・通学時の交通手段については、下図のような結果が得られた。バスの利用者は少な

く、ほとんどが自家用車での通勤であることが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な交通手段

6.3

0.6

0.1

0.8

1.4

5

43.5

7.5

8.6

1.8

0 10 20 30 40 50

三交バス（蟹江）

三交バス（名四）

飛島バス

タクシー

オートバイ

自転車

自家用車（自分で運転）

自家用車（家族・知人が送迎）

鉄道

その他n=542(MA)

％
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（２）買い物時の状況 

①買い物の頻度及びその曜日 

一週間に買い物に行く回数は１回～２回が最も 

多く全体の約 40％近くを占めており、その曜日 

は土日が多い。 
 

②買い物先 

下の図は、飛島村内の各地域からどこへ買い物に出かけているかを表したものである。 
東部の住民は名古屋へ、西部の住民は弥富へ買い物に出かける傾向があることがわかる。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=766(MA) 
 

③買い物時の交通手段 

買い物時の交通手段については、下図のような結果が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ＳＡ）
№ カテゴリ 件数 構成比％

1 ほぼ毎日 85 9.2
2 １週間に３～４日 169 18.3
3 １週間に１～２日 367 39.6
4 １ヶ月に数日 148 16.0
5 ほとんど、買い物には行かない 157 17.0

サンプル数（不明除き） 926 100

主な交通手段

6.7

1.4

0.3

0.9

1.8

6.5

83

20.6

9.4

0.7

0 20 40 60 80 100

三交バス（蟹江）

三交バス（名四）

飛島バス

タクシー

オートバイ

自転車

自家用車（自分で運転）

自家用車（家族・知人が送迎）

鉄道

その他N=766(MA) 

(％) 
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（３）通院時の状況 

①通院の頻度及びその曜日 

通院の頻度については、6割の住民が「ほとん 

ど行かない」を選択し、次に｢一ヶ月に数日｣の割 

合が 3割弱となっている。 
 

②通院先 

下の図は、飛島村内の各地域からどこへ通院のため外出しているかを表したものである。 
通院に関しては全体的に飛島村内と弥富市に行く割合が高いことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ＝338(MA) 
 

③通院時の交通手段 

通院時の交通手段については、下図のような結果が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ カテゴリ 件数 構成比％
1 ほぼ毎日 8 0.9
2 １週間に３～４日 9 1
3 １週間に１～２日 54 5.9
4 １ヶ月に数日 269 29.4
5 ほとんど、病院には行かない 575 62.8

サンプル数(不明除き) 915 100

主な交通手段

0

8

0.6

0.3

3.8

2.4

5

74.3

22.7

4.4

0.6

0 20 40 60 80

カテゴリ

三交バス（蟹江）

三交バス（名四）

飛島バス

タクシー

オートバイ

自転車

自家用車（自分で運転）

自家用車（家族・知人が送迎）

鉄道

その他

(％) 

n＝339(MA) 
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３．交通行動に対する意向 
（１）日ごろのバス利用について 

「日ごろどの程度バスを利用しているか」という問に対して、下図のような結果が得られ

た。バスの利用頻度の高い人(一週間に１日以上)の割合は全体の５％に留まっており、ほと

んどの住民がバスをあまり利用していないことがわかる。 

利用している人のほとんどは、三交バス（蟹江線）を利用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）バスを利用する理由と改善すべき点 

バスの利用頻度が高かった人（１週間に１～２日以上）に対して「バスをよく利用する理

由」と「バスに対して改善して欲しい点」について質問した。 

バス利用の一番の理由は「他に移動手段がない（62.5％）」が最も多く、次いで「バスの

行き先が自分の希望通りである（47.5％）」ことである。 

バスの改善すべき点として、「運行本数を増やして欲しい（79.5％）」、「運賃を安くして欲

しい（69.2％）」、「もっと夜遅くまで運行して欲しい（56.4％）」が多く選ばれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日頃バスを利用する割合

ほとんど乗らない
88%

１週間に３～４日
1%

ほぼ毎日,
  2%

１週間に１～２日
1%

１ヶ月に数日,
  8%

n=935(ＳＡ）

利用するバス

三交バス

（蟹江線）,

 95%

飛島バス

0%

三交バス
（名四線）,

 5%

n=40（SA）

そのバスをよく利用する理由

47.5

0

5

32.5

7.5

5

0

62.5

32.5

10

0 10 20 30 40 50 60 70

バスの行き先が自分の希望通りである

バスの乗り心地が良い

乗りたい時間に運行している

自宅から停留所が近い

バスが最も早い交通手段である

運転手の対応が良い

運賃が安い

そのバス以外に移動手段がない

家族に送迎してもらう気兼ねがない

その他n=40(MA)

％
そのバスに改善して欲しい点

7.7

7.7

7.7

56.4

30.8

79.5

2.6

5.1

7.7

69.2

15.4

0 20 40 60 80 100

バスの行き先を変えて欲しい

バスの乗り心地を改善して欲しい

もっと朝早くから運行して欲しい

もっと夜遅くまで運行して欲しい

停留所の数を増やして欲しい

運行本数を増やして欲しい

バスの速度を上げて欲しい

運転手の対応を改善して欲しい

楽に乗り降りできるバスにして欲しい

運賃を安くして欲しい

その他
n=39(MA)

％
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（３）状況が改善された場合バスを利用するか 

バスの利用頻度が低かった人に対して「もし状況が改善された場合、バスを利用するか」

を質問した。「是非、利用したい（13％）」、「おそらく利用する（27％）」があわせて４割とな

った。また、「今後利用するかもしれない」が 37％、「利用するつもりはない」が 23％とな

った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

状況が改善・変化すればバスを利用すると回答した住民が、現在のバスの特にどの点を改

善してほしいと望んでいるかを把握するため、該当者の自由意見での要望を整理した。(注) 

・最も多かった要望は「ルートの変更」に関る要望で、47 件中 21 件であった。 

・「運賃の値下げ」(7 件)、「運行頻度」(6 件)に関する要望がそれに続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  
(注) 「是非、利用したい」及び「おそらく利用する」と回答した住民 330 人のフリーアンサーの

うち、バスに関する要望を抜き出し、キーワードごとに整理した。該当する要望は 47 件であった。 

状況が改善・変化すればバスを利用するか

利用するつもりは
ない,

 23%

今後、健康状態に

変化があれば利
用するかもしれな

い,

37%

おそらく利用する,

  27%

是非、利用したい,

 13%

n=826（ＳＡ）

問6－4で「現状が改善されればバスに乗る」と答えた住民の要望

21

7
6

5
4

2
1 1

0

5

10

15

20

25

ル
ー

トの
変

更

運
賃

の
値

下
げ

運
行

の
頻

度

夜
の

運
行

時
間

通
学

バ
ス

駐
車

場

朝
の

運
行

時
間

運
転

手
の

対
応

n=47

(件)



 21

（４）新しい公共交通のあり方について 

①新しいバスの利用について 

「新しいバスがどの

ような用事で利用でき

れば良いと思うか」に

ついて質問した。 

「通勤・通学」、「病

院」、「買い物」等の利

用目的が多い結果が得

られた。 

 

 

 

 

 

 

②行政による公共交通(バス)整備について 

「行政が公共交通

(バス)の維持対策を進

めるべきか」について

質問した。 

「民間に対して行

政の補助金投入が必要

である（51.9％）」、「行

政が主体的にバス事業

を 実 施 す べ き

（42.8％）」という回答

となり、行政負担によ

るバス事業の維持が確

認された。 

 

③鉄道駅との接続 

「最寄の鉄道駅までバスを設置する

としたら、どのルートが一番必要だと思

うか」との問に対し、８割が「近鉄蟹江

駅との接続が必要」と答えた。また、次

に多かったのは「地下鉄名古屋港駅」で、

その数は全体の 1割程度であった。 

 

新しいバスがどのような用事のときに利用できれば良いか

60.4

40.7

56.9

29.2

5.6

22.3

9.1

0 10 20 30 40 50 60 70

通勤・通学

買い物に行くとき

病院に行くとき

飛島村内の
公共施設に行くとき

飛島村内の
知人の家に行くとき

レジャー・習い事のとき

その他
n=846(MA)

％

行政が公共交通（バス）の維持対策を進めるべきと思うか

4.7

51.9

42.8

8.6

17.3

4.8

0 10 20 30 40 50 60

民間の力だけで行うべき。

行政対応の必要はない

民間だけでは維持できないので、

行政の補助金投入は必要である

全住民に公平となるよう、

行政が主体的にバス事業を実施すべき

バスよりも、自動車社会に対応した

道路整備を行うべき

わからない

その他n=898(MA)

％

どのルートが最も必要か

近鉄蟹江駅との
接続が必要,

 82%

その他, 4%地下鉄（名港
線）名古屋港駅
との接続が必要,

 11%

あおなみ線金城
ふ頭駅との接続

が必要,
 4%

n=872（ＳＡ）
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（５）飛島村内の交通事故危険箇所について 

①自動車事故の危険の有無 

「飛島村内で自転車に乗っているとき、

又は歩いているときにおいて、自動車事故

の危険を感じることがあるか」という問に

対して、右の図のような結果が得られた。

「ときどきある」と「頻繁にある」を合わ

せると、49％の住民が自動車事故の危険を

感じていることがわかる。 

 

 

 

 

②交通事故の危険を感じる箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動車事故の危険を感じるときがあるか

ほとんど無い
31%

時々ある
38%

頻繁にある
11%

不明
20%
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４．高齢者の意向（老人クラブへのヒアリング） 
 ○元気な内は自動車を運転、でも無償で便利なバスは使いたい 

 自動車の運転については、元気な内は、運転するという意見が多い。 
 バス利用の主な目的は、海南病院や買い物で、帰りの時間を想定したある程度の運行頻

度を要求している。運賃については、無償・有償の両方に意見が分かれたが、できるだけ

利用者負担が少ないほうが良いとする意見がある中、高齢者であっても利用者負担を求め

るべきとする意見も多かった。ヒアリング結果は以下のとおり。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

団体名 会員数 高齢化率 高齢者世帯 独居老人
例会参加

者数
敬老バス
利用者

元松第１長寿クラブ ７１名

元松第２長寿クラブ ７８名

元松第３長寿クラブ ７９名

誓寿クラブ ８１名

福寿クラブ ９６名

三郷第１長寿クラブ １０２名

三郷第２長寿クラブ ５６名

第１宝寿クラブ ７２名

第２宝寿クラブ ８２名

竹之郷老寿クラブ １３５名

古政成老人クラブ １０６名

新政成第１長寿クラブ ８３名

新政成第２長寿クラブ ６１名

合　　　　計 １，１０２名 23.90% ５１世帯 ２７人 ４８８人 ６７人

※新政成地区は自家用車以外での来館者数

１０人

25.23% ８世帯 ４人 ７３人 １３人※

20.30% １１世帯 ９人 ７８人

１０人

32.84% ７世帯 ３人 ４５人 １３人

23.83% １０世帯 １人 ８０人

１３人

23.51% ４世帯 ２人 ８２人 ８人

26.41% １１世帯 ８人 １３０人



 24

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・通学者（子ども）がバスを利用せずに家族に送迎してもらうのは、子どもの甘え。それに税金を投
入してほしくない。

・利用者が少なくなれば廃止しても良い。

・私達でも利用者数を予測することは難しいが、運行してから改善していけば良いので、とりあえず
運行してほしい。

・今の三交バスも最初は利用しないと思ったが、案外利用されている。実際に走ってみないと利用
者数はわからない。

・高齢者が押し車でＡコープや郵便局に行くのを見るが、大変危険なので、バス運行は実施してほ
しい。

・小さい車両を使うなど、余りお金をかけないでほしい。

その他

・全て税金で賄うのではなく、１００円ぐらいは利用者が負担すべき。

・海南病院は終了時間がバラバラで、乗合は難しいのではないか。

・バスの台数が多数必要になるが、学生も乗れるバスにしてほしい。

・地元には高齢者世帯もあり、歩いて買物に行く高齢者を見かけるので、ぜひ運行してほしい。

・無料にすると利用者もバス（運行者）も横着になる。

・特定条件（年齢、収入、障害の有無等）の利用者は無料にすべき。

・お金や無料パスを持参し提示するのは大変なので、一律無料にすべき。

・いずれにせよ採算は取れないのだから無料にしてほしい。

・決められた時間に走っていれば、それにあわせる。

・予約は面倒で難しいのではないか。

運賃について

・高齢者を含めた全ての人からお金を取るべき。

・頻繁に巡回するバスが良い。

・敬老バスの巡回が無い日に、お風呂に入りたい場合に使いたい。

予約制のバス運行

・決まった時間にバス停に行けば乗れるバスの方が良い。

・農協は９時、加藤医院は８時頃に着いて欲しい。

・路線バス（蟹江線バス）ダイヤにあったバスに欲しい。

・午前中に着いて、昼前には帰れるバスが良い。

・自宅まで送迎があるバスが良い。

コミュニティバスへの要望（利用目的）

・海南病院や村内の病院に行きたい。

・Ａコープ、農協、病院、郵便局に使いたい。
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５．住民意向のまとめ 
 
○日ごろのバス利用 
・１週間に１回以上の利用は住民の５％にとどまり、ほとんどの住民がバスを利用していな

い。 
 
○バスの利用見込み 
・現状から改善された場合のバスの利用意向としては、是非利用したいが 13％確認された。

潜在的には利用者は存在する。 
・新しいバスの利用目的としては、「通勤・通学」「通院」「買い物」が選択されている。 
 
○高齢者の意向 
・元気な内は自動車を運転するという意見が多いが、便利なバスは使いたいというという意

向も確認された。 
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第３章 企業意向について 

 
１．企業ニーズアンケート調査概要 
 飛島村内の企業ニーズを確認するため、臨海地域に立地する企業に対して、平成 14 年度、

17 年度、18 年度の３箇年にわたりアンケート調査が行われている。ここでは、名古屋港西

部臨海地帯企業連絡協議会会員企業に対して行った平成 18 年度の調査結果から、現状の利

用実態、改善すべき事項等について整理した。 
 
（１）アンケートの趣旨 

 ・利用促進、運行サービスの改善等に向けて、臨海部立地企業のニーズ調査を行った。 
 
（２）配布対象・配布回収数 

 ・名古屋港西部臨海地帯企業連絡協議会会員企業 
 ・配布数：２０８社 
 ・回収数：９６社 
 ・回収率：（４６．２％） 
 
 
２．平成 18 年度アンケート調査結果 
（１）従業員の通勤手段 

従業員総数 4,200 人の内、バス利用者は２％の約９０人となっている。 
バス利用者実数は正社員が多いが、構成比としてはわずかではあるが派遣社員が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(人）

小計 正社員 派遣社員 パート・アルバイト等

4,172 2,572 545 1,046

飛島バス 85 59 15 10

自家用車 3,421 2,379 262 777

企業送迎バス 666 134 268 259

(％）

小計 正社員 派遣社員 パート・アルバイト等

100% 100% 100% 100%

飛島バス 2% 2% 3% 1%

自家用車 82% 92% 48% 74%

企業送迎バス 16% 5% 49% 25%

従業員数

利
用
者
数

従業員数

利
用
者
数



 27

（２）利用バス停 

 
利用バス停としては、「木材団地中央信号」「西部税関南」「ＮＣＢ前」の割合が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 東洋プライウッド前 1 1.0 1.3
2 木場一丁目西 1 1.0 1.3
3 木材団地中央信号 11 11.5 14.1
4 役場支所 7 7.3 9.0
5 トヨタ自動車前 5 5.2 6.4
6 東海鋼材前 7 7.3 9.0
7 三菱重工前 2 2.1 2.6
8 第二桜木大橋南 4 4.2 5.1
9 ゴルフ場西 4 4.2 5.1

10 中央緑地信号東 0 0.0 0.0
11 西部税関南 14 14.6 17.9
12 西部税関西 4 4.2 5.1
13 ＮCB前 10 10.4 12.8
14 中部電力前 2 2.1 2.6
15 三菱自工南 0 0.0 0.0
16 UCC前 3 3.1 3.8
17 ＴCB前 1 1.0 1.3
18 中央緑地信号西 1 1.0 1.3
19 ゴルフ場南 1 1.0 1.3

不明 18 18.8
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 96 100 78
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（３）出退社時間 

①出社時間   ８：００～８：１４（１４４８人）、８：３０～８：４４（１６４４人）に集中（全体の７４％）している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②退社時間   １７：００～１７：１４（６８８人）、１７：３０～１７：４４（１４７７人）、１９：００～１９：１４（５５６人） 

に集中（全体の６５％）している。  出社時と比べ、退社時は若干分散傾向にある。 
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（４）出退社時間の変更の可能性 

 
時差出勤制度の導入等、出退社時間の変更の可能性としては、約７割の企業が難しいと

回答している。 
バス運行の充実による時間変更可能な企業は、２社のみである。 
バスのダイヤ改正が必要とされる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%

1 時差出勤制度やフレックス制度を導入しており、既に対応している 6 6.3 6.6

2 バス運行が充実すれば、時間変更は可能である 2 2.1 2.2

3 業務内容や勤務規則等の制約から出社・退社時間の変更は難しい 66 68.8 72.5

4 わからない 17 17.7 18.7

不明 5 5.2

サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 96 100 91
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（５）人事異動・転勤時期 

 
バス運行の切り替えのタイミングを把握するため、人事異動・転勤時期を確認した。 
４月が最も多い。次いで１０月となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 1月 1 1.0 1.4
2 2月 0 0.0 0.0
3 3月 7 7.3 9.5
4 4月 53 55.2 71.6
5 5月 2 2.1 2.7
6 6月 4 4.2 5.4
7 7月 6 6.3 8.1
8 8月 3 3.1 4.1
9 9月 4 4.2 5.4

10 10月 15 15.6 20.3
11 11月 0 0.0 0.0
12 12月 2 2.1 2.7

不明 22 22.9
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 96 100 74
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（６）金城ふ頭駅間の運行便の可能性 

 
あおなみ線金城ふ頭駅～西部地帯間の運行は、約３割が有効であると回答している。 
ただし、わからないとの回答が多い点に留意する必要がある。 
これは、実際のダイヤ設定に利用が左右されるということが見通される。金城ふ頭駅の

開設を行ったとしても、定期的にダイヤ設定の見直しが求められるということである。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%

1 あおなみ線・金城ふ頭駅～西部地帯間の運行は有効である 32 33.3 34.8

2
運行の必要はない。現状通り、名古屋港～西部地帯の途中で接続すれ
ば良い

12 12.5 13.0

3 わからない 48 50.0 52.2

不明 4 4.2

サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 96 100 92

33.3%

12.5%

50.0%

4.2%

あおなみ線・金城ふ頭駅
～西部地帯間の運行は
有効である

運行の必要はない。現状
通り、名古屋港～西部地
帯の途中で接続すれば
良い

わからない

不明
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（７）改善すべき点 

 
利用促進に向けた上位３つの改善点としては、 

 ・朝夕の時間帯における運行便数を増やして欲しい 
 ・あおなみ線・金城ふ頭から西部地帯間の運行の確保・充実 
 ・スピードアップしてほしい 
 となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%

1 朝夕の時間帯における運行便数を増やして欲しい 36 37.5 40.0

2 昼間時における運行便数を増やして欲しい 5 5.2 5.6

3 あおなみ線・金城ふ頭～西部地帯間の運行を確保･充実して欲しい 33 34.4 36.7

4 近鉄蟹江駅と接続させた北ルート路線を運行して欲しい 22 22.9 24.4

5 名港西大橋経由を増やしスピードアップして欲しい 25 26.0 27.8

6 停留所の数を減らしスピードアップして欲しい 1 1.0 1.1

7 停留所の数を増やして欲しい（会社側の） 12 12.5 13.3

8 停留所の数を増やして欲しい（鉄道駅等乗車側の） 4 4.2 4.4

9 バスの乗り心地を改善して欲しい 9 9.4 10.0

10 その他 22 22.9 24.4

11 特に改善すべき点はない 17 17.7 18.9

不明 6 6.3

サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 96 100 90
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（８）料金設定 

 
妥当な運賃設定方法としては、 
・現行のままの「一律負担（定額運賃）」が望ましいとの回答が最も多い。（約３割） 
・段階的に変化する「距離制運賃」も約２割の回答があった。 

 将来的には、運行形態に合わせ、距離制運賃の導入も検討する必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%

1 距離が異なっても「一律負担（定額運賃）」が望ましい 30 31.3 32.6

2 運行距離に応じて段階的に変化する「距離制運賃」が望ましい 22 22.9 23.9

3
立地企業の利用にほぼ限定されるため、「立地企業等の負担による貸切
限定的な運賃形態」が望ましい

9 9.4 9.8

4 わからない 31 32.3 33.7

不明 4 4.2

サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 96 100 92

31.3%

22.9%9.4%

32.3%

4.2%

距離が異なっても「一律負
担（定額運賃）」が望まし
い

運行距離に応じて段階的
に変化する「距離制運賃」
が望ましい

立地企業の利用にほぼ限
定されるため、「立地企業
等の負担による貸切限定
的な運賃形態」が望ましい

わからない

不明
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（９）社会的意義 

 
 「渋滞の抑制」「ＣＯ2 排出抑制」「交通安全確保」「駐車場の用地抑制」「従業員の雇用

確保」についての社会的意義を確認した。 
雇用確保以外の項目については、概ね社会的意義が認められた。 

 
渋滞抑制 
 
 
 
 
 
 
ＣＯ2 抑制 
 
 
 
 
 
 
交通安全 
 
 
 
 
 
 
用地抑制 
 
 
 
 
 
 
雇用確保 
 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 そう思う 33 34.4 36.3
2 どちらかといえばそう思う 31 32.3 34.1
3 どちらかといえばそう思わない 21 21.9 23.1
4 思わない 6 6.3 6.6

不明 5 5.2
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 96 100 91

34.4

32.3

21.9

6.3

5.2

0 10 20 30 40 50

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

思わない

不明

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 そう思う 30 31.3 33.0
2 どちらかといえばそう思う 39 40.6 42.9
3 どちらかといえばそう思わない 17 17.7 18.7
4 思わない 5 5.2 5.5

不明 5 5.2
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 96 100 91

31.3

40.6

17.7

5.2

5.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

思わない

不明

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 そう思う 28 29.2 30.8
2 どちらかといえばそう思う 37 38.5 40.7
3 どちらかといえばそう思わない 21 21.9 23.1
4 思わない 5 5.2 5.5

不明 5 5.2
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 96 100 91

29.2

38.5

21.9

5.2

5.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

思わない

不明

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 そう思う 19 19.8 21.1
2 どちらかといえばそう思う 34 35.4 37.8
3 どちらかといえばそう思わない 25 26.0 27.8
4 思わない 12 12.5 13.3

不明 6 6.3
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 96 100 90

19.8

35.4

26.0

12.5

6.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

思わない

不明

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 そう思う 7 7.3 8.0
2 どちらかといえばそう思う 27 28.1 30.7
3 どちらかといえばそう思わない 34 35.4 38.6
4 思わない 20 20.8 22.7

不明 8 8.3
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 96 100 88

7.3

28.1

35.4

20.8

8.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

そう思う

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

思わない

不明
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（10）企業連携方策 

 
 企業の社会的責任をふまえた企業連携として、「産業観光の推進」「ＰＲキャンペーン活

動」「時差出勤制度」「各種寄付活動」の意向について確認した。 
時差出勤以外では、検討の余地があるとの回答を得ている。 

 
産業観光 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＰＲ活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
時差出勤 
 
 
 
 
 
 
 
 
寄付活動 
 
 
 

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 実施･参画したい 3 3.1 3.6
2 検討の余地あり 33 34.4 39.8
3 検討の余地なし 20 20.8 24.1
4 対応しない 27 28.1 32.5

不明 13 13.5
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 96 100 83

3.1

34.4

20.8

28.1

13.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

実施･参画したい

検討の余地あり

検討の余地なし

対応しない

不明

3.1

42.7

16.7

24.0

13.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

実施･参画したい

検討の余地あり

検討の余地なし

対応しない

不明

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 実施･参画したい 3 3.1 3.6
2 検討の余地あり 41 42.7 49.4
3 検討の余地なし 16 16.7 19.3
4 対応しない 23 24.0 27.7

不明 13 13.5
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 96 100 83

1.0

25.0

29.2

32.3

12.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

実施･参画したい

検討の余地あり

検討の余地なし

対応しない

不明

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 実施･参画したい 1 1.0 1.2
2 検討の余地あり 24 25.0 28.6
3 検討の余地なし 28 29.2 33.3
4 対応しない 31 32.3 36.9

不明 12 12.5
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 96 100 84

0.0

34.4

26.0

24.0

15.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

実施･参画したい

検討の余地あり

検討の余地なし

対応しない

不明

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 実施･参画したい 0 0.0 0.0
2 検討の余地あり 33 34.4 40.7
3 検討の余地なし 25 26.0 30.9
4 対応しない 23 24.0 28.4

不明 15 15.6
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 96 100 81
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（11）企業ニーズアンケート調査のまとめ 

 
○バス利用は、従業員総数の２％で、実数としてはほんの僅かでしかない。まだまだ潜

在的需要があると言える。 
○出退社時間は、８時台、１７時台・１９時台に集中している。 
○利用促進に向けた改善点としては、「朝夕の増便」「金城ふ頭との接続」「スピードア

ップ」となっている。 
 →出退社時間をターゲットにした運行サービスの充実により、利用促進の可能性は高

い。 
 →金城ふ頭や蟹江駅との接続等を実施した場合、距離制運賃の導入も了承される素地

が認められる。 
 →企業連携として、「ＰＲ活動」「寄付活動」等も検討の余地が認められた。 
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３．ヒアリング調査概要 
 飛島村内の企業ニーズを確認するため、臨海地域に立地する主要企業（11 企業）に対す

るヒアリングを行い、飛島バス、三重交通バス等に対する課題・要望等について把握した。 
 ヒアリングを実施した企業名は下記の通り。 

No 企業名 備考 
1 ㈱東海木材相互市場 企業連会長、バス利促副会長

2 三菱重工業㈱名古屋航空宇宙システム製作所 企業連副会長、バス利促理事

3 東海団地倉庫㈱ 企業連監事、バス利促監事 
4 ㈱袖野造船所 企業連監事、バス利促会員 
5 飛島コンテナ埠頭㈱ 企業連監事、バス利促会員 
6 中部電力㈱西名古屋火力発電所 企業連監事、バス利促会員 
7 東海鋼材工業㈱ バス利促会員 
8 トヨタ自動車㈱ バス利促会員 
9 東洋プライウッド㈱名古屋工場 バス利促会員 

10 名古屋税関西部出張所 バス利促オブザーバー 
11 阪和流通センター名古屋  

 
 
４．ヒアリング調査にみる現状の利用実態 
（１）現状の利用状況 

ヒアリング対象企業では、概ね５～10 人程度の利用がみられた。自動車通勤を原則認め

ていない事業所があり、その事業所では 68 人もの利用者がいる。その一方で、事業所前

にバス停留所があるにも関わらず、残業が多く、土日の出勤もある。バスが利用できない

日があると自動車通勤にしなければならない。自動車を所有せざるを得ず、車を持つとバ

スは利用しないところも見られた。バス停が近くにない事業所では、飛島バスを知らない

従業員がいることも確認された。 
 
（２）チャーター利用実態 
一部事業所では、独自にバスやジャンボタクシー等をチャーターして従業員を送迎して

いるケースが確認された。送迎者数は、事業所により大きく異なる。 
主要駅から４便のバスを朝夕運行することで、飛島バスに対する利用補助をしない事業

所があったり、朝だけジャンボタクシーをチャーターし、帰りは飛島バスを回数券利用さ

せ、帰り便を運行しない事業所もある。チャーター便の運行と飛島バスの利用形態も会社

により異なっている。 
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５．地域公共交通に対する意向 
（１）近鉄蟹江駅との接続について 
近鉄蟹江駅との接続については、ほとんどの事業者で賛成の意見が確認された。臨海部

からは２方向でのアクセスが確保でき、利用者にとっては利用する際にどちらが便利か、

無駄がない選択ができ、利用環境は向上するとの意見が確認された。また、近鉄蟹江駅経

由の通勤が可能な従業員の存在も確認された。 
ただし、バス to バス乗り換えは不便であるため、駅からの直通運行が望ましいとの指摘

も確認された。 
 
（２）金城ふ頭駅との接続について 

金城ふ頭駅との接続については、ほとんどの事業者で賛成の意見が確認された。 
ただし、名古屋港駅との接続も継続すべきとの意見も多いことが確認された。 

 
（３）協賛金・広告について 
飛島村が主体的に運行補助している現状に対して、協賛金・広告等による企業の協力は、

難しいとの回答が多い。飛島村が単独で負担するのではなく、周辺自治体、港湾管理者等

の関係機関の負担を求める意見が確認された。 
一部企業からは、送迎用のチャーター便から飛島バスへの転換ができる等のメリットが

あれば応分の負担は考えられるとの意見や、社内従業員・協力会社に対する利用促進のた

めの要請ＰＲは可能だとの意見が確認された。 
 
（４）その他要望について 
要望としては、金城ふ頭駅・近鉄蟹江駅との接続、ほとんど利用されないバス停の廃止、

運行本数増、定時性の確保、快適性向上（椅子窮屈）等に対して意見が寄せられた。 
共通に利用できるＰ＆ＢＲ用の駐車場を確保したらどうかとの提案もあった。 
マイカー通勤者は満員のバスには乗れないといった意見も確認された。 

 
 
 
※ここで整理している意見は各企業の代表的な意見であり、個別要望については取り上げ

ていない。 
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第４章 現状の課題問題点・要望 

 
１．住民ニーズをふまえた課題問題点・要望 
 住民アンケート調査や老人クラブ（高齢者）へのヒアリング等により、住民の視点から

みた公共交通に関する課題問題点、住民要望についてとりまとめた。 
 
（１）村民にとっては飛島バス・三重交通南桑名線は利用できない 

 飛島村における地域公共交通は、臨海部と名古屋港をつなぐ「飛島バス」と、近鉄蟹江

駅と飛島村をつなぐ「三重交通蟹江線」と、南桑名から名鉄バスセンターをつなぐ「三重

交通南桑名線」の３ルートがある。 
「飛島バス」は臨海部のみの運行で、飛島村に居住する住民利用は馴染まない。 
また、三重交通南桑名線は集落の張り付いていない国道 23 号線を通過し、本数も日１

本と少なく、日常の生活利用には馴染まない。 
飛島村の住民において現状利用できるバス路線は、「三重交通蟹江線」しかなく、通過す

るエリアに限られた地域公共交通（バス）の提供となっている。 
飛島村においては、公平な地域公共交通（バス）の提供は達成できていないため、交通

空白地帯の解消が必要である。 
 
（２）限られた移動制約者への対応：福祉巡回バス・福祉タクシー料金助成事業 

飛島村における移動制約者への対応は、福祉巡回バス事業と福祉タクシー料金助成事業

が行われている。 
福祉巡回バス事業は、村内在住の 60 歳以上の高齢者を対象に「敬老センター」までの

移動手段確保を目的として無償で運行しているバス事業である。 
また、福祉タクシー料金助成事業は、「心身障害者（児）」及び「高齢者（要介護高齢者

等の医療機関に通院する利用目的）」を対象とし、助成額も基本料金及び送迎車料金に限ら

れたタクシー料金助成事業である。 
飛島村での移動制約者への対応は、これら福祉目的の特定利用者に限られており、高齢

者等に対する外出のための「生活の足の確保」が必要である。 
 上記以外の移動制約者への対応としては、交通事故等の危険箇所や海南病院までの通院

手段、小中学校等の児童送迎等に対して対応すべきとの指摘がある。危険箇所はコミュニ

ティバス等の運行で対応することとし、海南病院への通院手段はコミュニティバス事業と

別に事業化を想定する。なお、スクールバスについては、関係部局においてその必要性を

含めて検討することとする。 
 
（３）住民アンケート調査にみる要望（住民ニーズへの対応） 

 ①新しいバス利用目的への対応：移動制約者は「週に１回程度の通院等利用」を要望 

平成 19 年７～８月に実施した住民意識調査（アンケート）によると、「新しいバスは

どのような用事で利用できれば良いか」という質問に対し、住民全体では「通勤・通学」

「通院」「買い物」の要望が強い。 
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これを年齢別にみると、60 歳以上では「通院」の要望が強い。なお、通院先は村内が

約５割・弥富市も約５割で、頻度は１ヶ月に数回が多い。 
移動制約者への対応としては、週１回程度の通院や買い物等に利用できる公共交通サ

ービスの提供が最もニーズに適合していると考えられる。 
 
②受益者負担と行政負担の適度なバランスの確保：税金投入と利用者負担への理解 

「公共交通を整備・維持することにおける税金投入」について確認すると、どの年代

層も過半数が行政の補助金投入を容認している。 
その一方で、「一部の人しか利用しないので、利用者負担とすべきであり、税金投入は

反対」を選択する人は 60 歳以上にも多くみられ、高齢者における利用者負担の理解度

は高い。 
飛島村におけるコミュニティバス事業の実施は、幅広い年齢層から一定の理解が得ら

れていると思われる。また、最も利用するであろう高齢者層に利用者負担に対する理解

が示されていることから、有償によるバスサービスの提供も可能であると思われる。 
 
 
 
２．企業ニーズをふまえた課題問題点・要望 
 企業ニーズアンケート調査や主要企業へのヒアリング等により、企業の視点からみた公

共交通に関する課題問題点、要望についてとりまとめた。 
 
（１）近鉄蟹江駅・名古屋港（金城ふ頭駅）との双方向接続 

臨海部に立地する企業においては、三重交通蟹江線は利用ができない。現状では、近鉄

蟹江駅から、一部企業の従業員がタクシーを相乗りして通勤しており、近鉄蟹江駅とのア

クセス確保が求められている。 
 名古屋港方面については、平成 19 年から朝夕の増便、金城ふ頭との接続、高速道路を

利用した運行時間の短縮を目的とした３便が実験的に運行されているが、金城ふ頭駅から

の乗車人数は 19 年度が 1,395 人（5.7 人/日）で利用者数は多くない。今後は実証実験の

成果を踏まえた効果的なサービスの提供が求められる。 
 臨海部企業からは、近鉄蟹江駅・名古屋港（金城ふ頭駅）双方向のネットワーク確保が

要求されている。 
 
（２）企業の社会貢献意識と事業協力への期待 

 バス事業の推進による渋滞の抑制、CO2 排出抑制、交通安全確保、駐車場の用地抑制に

ついては、社会的意義が認められた。 
企業の事業協力として、時差出勤の導入の余地は低いものの、寄付活動の検討余地は３

分の１の企業で認められた。 
バス事業は、企業にとっても必要性が認められる事業であり、積極的な事業協力が期待

される。 
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第５章 基本構想 

 
１．飛島村における公共交通（バス）の基本方針 
 飛島村における今後の公共交通（バス）のあり方については、前章の課題問題点・要望

への対応に加え、飛島村地域全体を俯瞰し、住民・企業（従業員）にとって公平で利便性

の高い交通サービスを提供していくことが必要である。 
そのため、次に示す基本方針を掲げ、地域公共交通の活性化及び再生の総合的かつ一体

的な推進を目指す。 
 
【基本方針：飛島村における地域公共交通の将来イメージ】 

 
 住民・企業（従業員）の「生活の足」を確保し、地域ニーズに対応した公平で利便性

の高い持続性のある地域公共交通サービスを提供する。 

 
 
 
 
２．基本方針を達成するための基本目標  
 上記の基本方針を達成するため、以下の基本目標を定める。 
①近鉄蟹江駅、名古屋港の双方向接続 
 飛島村住民の意見としては、近鉄蟹江駅との接続だけで、金城ふ頭・名古屋港方面の接

続要望は１割にとどまった。 
 一方、飛島村住民の約３倍以上の昼間人口を誇る臨海部企業からは、現状の名古屋港方

面だけでなく、近鉄蟹江駅方面の接続に対する要望が強かった。特に近鉄蟹江駅方面の接

続は通勤手段の確保だけではなく、大雪等の自然災害時には、伊勢湾岸道路等が閉鎖され

「陸の孤島」になるとの指摘もあり、公共交通（バス）の接続は非常時の「足」の確保と

いう意味もある。 
 飛島村住民、臨海部企業の双方が、近鉄蟹江駅・名古屋港方面の２方向にアクセスでき

る「飛島公共交通バス」の確保を目指す。 
 
②公共交通のない交通空白地帯の解消 
 飛島村には、鉄道が通過していない。バスの運行により臨海部を中心に公共交通（バス）

が確保されているが、西部・東部の一部地域には、公共交通が提供されていない交通空白

地帯がある。 
こうしたエリアを対象に、現状の飛島村の補助投入額の増大を招かない範囲で、地域の

利用ニーズを随時確認しながら、新たに「飛島コミュニティバス」や「海南病院通院支援

タクシー」の提供を目指す。 
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③利用イメージを想定した公共交通事業の設定 
 飛島村では、公共交通事業に関連するものとして、福祉巡回バスや福祉タクシー料金助

成事業を行っている。これらはあくまでも移動制約者に対する福祉施策として実施してお

り、普段の住民生活の足を確保するためには、福祉施策ではない公共交通事業の展開が必

要である。 
 住民や従業員の通勤、移動制約者の通学、買い物、通院等の普段の生活の足として、そ

の利用像に沿った「飛島公共交通バス」、「飛島コミュニティバス」、「海南病院通院支援タ

クシー」等の公共交通を確保する。 
 
④ハード、ソフト面からの利用促進・支援策の展開 
 公共交通を維持するためには、利用者を増やすことが最も効果があり、これに加え直接

利用しない住民等による支援も重要である。 
 利用者に対しては、バスロケーションシステムや待合い環境整備といった利用環境の向

上を図ると共に、事業の認知度を高めるための広報活動を行う。また、直接利用しない人

に対しては、各種支援を受けるための広告・サポーター制度等を導入するなど、ハード・

ソフト面の両面から利用促進・支援施策を展開する。 
 
⑤行政負担を効果的に活用した持続性のある公共交通ネットワークの確立 
 飛島村住民の意見として、過半数から「税金を投入した公共交通の整備・維持に賛成す

る」との回答を得た。 
 現状は、飛島村による三重交通バスと飛島バスへの運行補助が行われているが、臨海部

企業からは、周辺自治体・港湾管理者等の関係者も担う問題であることが指摘されている。 
 今後は、住民や企業（従業員）にとって公平な公共交通ネットワークの提供を図りなが

ら、さらなる利用促進を進めることによる運賃収入の拡大を目指す。その一方で、各路線

が個別に運行されている体制から、合理的かつ効率的な事業スキームとするため、飛島村

活性化再生法定協議会が事業主体となり、飛島村の負担金を活用した、飛島公共交通バス

と飛島コミュニティバス、海南病院通院支援タクシー等からなる、公共交通ネットワーク

の確立を目指す。 
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３．計画区域と期間 
（１）計画区域 

 計画の対象区域は、飛島村全域とする。 
 対象路線は、下記の通り設定する。 
 

対象路線 対象区域 
名港線 名古屋港～飛島ふ頭 

飛島公共交通バス 
蟹江線 近鉄蟹江駅～飛島ふ頭 
西部線 ふれあいの郷～八島神社・大宝 
中部線 ふれあいの郷～泉之郷・上用水 

北東部線 ふれあいの郷～三福・梅之郷 
飛島コミュニティバス 

南部線 ふれあいの郷～新政・政成 
海南病院通院支援タクシー 村内～海南病院 

 
 
（２）計画期間 

 本計画の期間は５年間（平成２１年度～平成２５年度）とし、計画の実現を目指す。 
 なお、当初３カ年を実証実験期間として設定し、上記対象路線については実験的に運行

する。その際、利用者アンケート調査等による事業評価を行い、必要性を確認すると共に、

事業の改善を図るものとする。 
 
 
 
４．目標を達成するために行う事業及びその実施主体  
（１）飛島公共交通バスの実証実験運行 

○事業内容 
 飛島公共交通バスを新設し、実験的に運行する。 
 既存の飛島バス、三重交通飛島蟹江線については、飛島公共交通バスとして廃止統合す

る。 
 また、事業化に伴い必要となるバス車両を新規に調達する。 
○事業主体 
 飛島村地域公共交通活性化再生法定協議会が事業主体となり、三重交通㈱に委託する。 
 新規車両の調達については、運行委託先である三重交通㈱が行う。 
 
（２）飛島コミュニティバスの実証実験運行 

○事業内容 
 飛島コミュニティバスを新設し、飛島公共交通バスと連動させて実験的に運行する。 
○事業主体 
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 飛島村地域公共交通活性化再生法定協議会が事業主体となり、三重交通㈱に委託運行す

る。 
 
（３）海南病院通院支援タクシーの実証実験運行 

○事業内容 
 海南病院通院支援タクシーを新設し、飛島公共交通バス・飛島コミュニティバスと連動

させて実験的に運行する。 
○事業主体 
 飛島村地域公共交通活性化再生法定協議会が事業主体となり、民間交通事業者に委託運

行する。 
 
（４）ミニバスターミナルの設置等環境整備 

○事業内容 
 飛島公共交通バスと飛島コミュニティバスとを接続する地点にバスの乗り継ぎ、待合い

機能を持ったミニバスターミナルを整備する。その他バス停については、住民・企業等の

協力により、ベンチ等の設置を進める。 
○事業主体 
 ミニバスターミナルは、飛島村地域公共交通活性化再生法定協議会が設置する。また、

住民・企業等の協力を得て、ベンチ等の設置を行う。 
 
（５）バスロケーションシステムの導入 

○事業内容 
 飛島公共交通バスにおけるバスの走行地点を知らせる、ロケーションシステムを導入す

る。 
○事業主体 
 飛島村地域公共交通活性化再生法定協議会が主体となり導入する。 
 
（６）利用促進活動 

○事業内容 
 飛島公共交通バス、飛島コミュニティバス等の利用促進を図るため、住民・企業に対す

る説明会を実施する。また、普及啓発を行うための時刻表等の作成、ホームページの構築、

利用者発掘のための特別利用券の発券を行う。 
○事業主体 
 飛島村地域公共交通活性化再生法定協議会が主体となり実施する。 
 
（７）事業評価活動（モニタリング・評価のための調査分析） 

○事業内容 
 上記事業の実施状況を確認するため、乗降客数や利用ニーズ等についてアンケート調査

等を実施し定期的にモニタリングを行い、その事業性を分析する。 
○事業主体 



 45

 飛島村地域公共交通活性化再生法定協議会が主体となり調査分析を行う。 
 

No 事業内容 主な実施主体 頁 
１ 飛島公共交通バスの実証実験運行 三重交通 P48
２ 飛島コミュニティバスの実証実験運行 三重交通 P52
３ 海南病院通院支援タクシーの実証実験運行 民間交通事業者 P64
４ ミニバスターミナルの設置等環境整備 法定協議会 P65

５ 
バスロケーションシステムの導入 法定協議会 

三重交通 
P66

６ 
利用促進活動 法定協議会 

企業 
P67

７ 事業評価活動（モニタリング・評価のための調査分析） 法定協議会 P69
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５．事業スケジュール 
 飛島村地域公共交通総合連携計画の全体計画期間（５カ年）と、地域公共交通活性化・再生総合事業に該当する当初３カ年に区分し、スケジュール設定を

行う。なお、計画期間内の各年度に事業評価を行い、事業の必要性を確認すると共に、事業の見直しや改善をその都度行うこととする。 
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2009/4/1 20010/4/1 2011/4/1 2012/4/1 2013/4/1

連携計画　計画期間

地域公共交通活性化・再生
総合事業（実証実験）期間

運行開始 評価見直し 運行 評価見直し 運行 評価見直し

運行開始 評価見直し 運行 評価見直し 運行 評価見直し

運行開始 評価見直し 運行 評価見直し

詳細検討 設置

詳細検討 設置

普及啓発活動 事業見直し実施

手法設定確認 評価 手法設定確認 評価 手法設定確認 評価

法定協議会（公共交通会議）
の開催

● 　　　　　　　　● ● 　　　　　　　　● ● 　　　　　　　　● ● 　　　　● ● 　　　　●

４．ミニバスターミナルの設置
等環境整備

５．バスロケーションシステム
の導入

６．利用促進活動

７．事業評価活動（モニタリン
グ・評価のための調査分析）

平成25年度

１．飛島公共交通バスの実証
実験運行

２．飛島コミュニティバスの実
証実験運行

３．海南病院通院支援タク
シーの実証実験運行

平成24年度平成21年度 平成22年度 平成23年度
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６．飛島公共交通バス・飛島コミュニティバスのネットワークイメージ 
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第６章 総合連携計画に基づく事業 

 
１．飛島公共交通バス 
 下記に示す飛島公共交通バスの構築を目指す。なお、ここで示している飛島公共交通バ

スは、近鉄蟹江駅～飛島村内～飛島ふ頭地区～名古屋港までをカバーするもので、臨海部

を除いた交通空白部分については、別途コミュニティバスを計画する。 
 
（１）飛島公共交通バス構築の考え方 

○住民の利用を促す施策転換 
 村民にとって利用できるバスとしては三重交通飛島蟹江線しかなく、現状、１週間に１

回以上利用する人は村民全体の５％に満たない状況にある。税金を投入して維持している

飛島バス、三重交通飛島蟹江線について、村民のさらなる利用向上を図るため、両路線を

統合した施策転換を行う。 
 
○アンケート調査でのニーズをふまえたサービス向上 
 三重交通飛島蟹江線に対するニーズとして、住民アンケート調査によると「便数増」と

「運賃値下げ」等に対する要望が確認されている。一方、飛島バスについては企業アンケ

ート調査によると「朝夕の便数増」、「金城接続」、「名港西大橋経由によるスピードアップ

化」等に対する要望が確認されている。こうした要望に対して、大幅な事業費増を招かな

い範囲で、便数増、利用しやすい料金設定見直し、名港西大橋経由によるスピードアップ

化等のサービス向上を行う。 
 
○近鉄蟹江駅、名古屋港の双方向接続による広域・幹線ルートの構築 
 飛島村住民の約３倍以上の昼間人口を誇る臨海部企業から要請のあった、飛島村から近

鉄蟹江駅と名古屋港の双方向に接続した、広域・幹線ネットワークの構築を図る。 
 そのため、既存の飛島バスと三重交通飛島蟹江線との統合を行う。 
 
○利用者像：立地企業従業員の通勤、村内居住者の通勤・通学及び村外移動支援 
 既存バスの主な利用者像は、飛島バスは臨海部立地企業等への通勤利用が多く、一方の

三重交通飛島蟹江線は、村内居住者の通勤・通学、名古屋都心部等への買い物等村外移動

時の利用が多い。 
 引き続き、これら利用イメージを継承した公共交通を存続させる。 
 
○双方向接続を達成するためのミニバスターミナルの構築 
 既存の飛島バスと三重交通飛島蟹江線との統合を促すため、飛島村の居住地と企業の立

地する臨海部との接点となる公民館分館（旧木場支所）付近に、バスからバスへの乗り換

え、バス待ち時の利便性を確保したターミナル機能「ミニバスターミナル」を構築する。 
 
○持続性のある事業性確保 
 将来的な公共交通の確保のため、住民の過半数から「税金を投入した公共交通の整備・

維持に賛成する」との回答を得たことをふまえ、適正な行政負担と利用者（受益者）負担、

運行事業者の協力を得たバス交通の事業化を進める。 
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（２）運行路線及び運行区間 

 ○現行の三重交通バス・飛島蟹江線（以下「三重交通バス」という。）及び名港飛島公共

交通バス・名古屋港～金城ふ頭～飛島ふ頭地区（以下「飛島バス」という。）の運行

ルートを基本的に踏襲する。ただし、名港線については、伊勢湾岸自動車道（一般有

料道路）名港西大橋（名港中央ＩＣ～飛島ＩＣ）を経由する。 
 ○2 つの経路を一体的な路線として構築するための手法として、飛島ふ頭地区内にミニ

バスターミナルを設置する。 
 
 ○運行距離（目安） 
  ・蟹江線：約 12.1km（近鉄蟹江駅～飛島ふ頭） 
  ・名港線：約 12.3km（名古屋港～飛島ふ頭） 
  ・飛島ふ頭地区内：１周約 13.0km 
           延べ延長 37.4km 
 

（３）使用車両 

 ○積み残しを防ぐため、現行の三重交通バス及び飛島バスの乗客数に対応するバス車両

を使用する。 
  ・現行車両：三重交通バス（定員 56 人乗：立席含む）、飛島バス（定員 55 人乗：全

席着席） 
 ○蟹江線については、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律に規定す

る公共交通移動等円滑化基準」（以下「移動等円滑化基準」という。）に適合した車両

とする。 
 ○名港線については、現行の利用状況に即して、通勤者の円滑な移動を確保するととも

に、中部運輸局の定める「移動等円滑化基準適用除外自動車の認定要領」をふまえた

車両とする。 
 ○移動等円滑化基準適用除外自動車の認定を受け車両を投入する名港線については、高

齢者、障害者等の利便を確保するために、要請に基づき代替車両等移動手段を確保す

る。 
 ○名港線の伊勢湾岸自動車（一般有料自動車道）を経由する路線については、道路運送

法で立席が禁じられているため、全席着席利用でシートベルト着用に対応する車両を

使用する。 
 
（４）停留所 

○現行の三重交通バス及び飛島バスの停留所を基本的に踏襲し、バス停数・バス停間隔

等の水準を概ね確保する。 
○名古屋市、弥富市、蟹江町内の既存バス停は原則確保する。移動等が発生する場合は、

関係市町と調整し決定する。 
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（５）運行形態・運行回数 

 ○現行の三重交通バス及び飛島バスの時間当たり運行本数を基本的に踏襲する。ただし、

蟹江線については、休日（土日祝日）ダイヤを設定する。 
 ○名港線、蟹江線を一体的な路線として構築するために、公民館分館にミニバスターミ

ナルを整備し、双方の便の乗り継ぎを可能とするダイヤを編成する。 
 

（６）運賃 

 ○現行の三重交通バス及び飛島バスの運賃設定をふまえ、利用者の大幅な負担増を招か

ない運賃設定とするため、上限を５００円とするゾーン制運賃を導入する。 
○名港線、蟹江線を一体的な路線として構築するため、相互の乗換えを想定した整合性

のある運賃設定とする。 
 
（７）運行時間 

 ○現行の三重交通バス及び飛島バスの運行時間を踏襲する（概ね 6:00 頃～21:30 頃） 
 
（８）運休日 

 ○蟹江線においては、運休日は設定しない。 
 ○名港線においては、日曜日、及び１２月２９日から翌年１月３日までとする。 
 
（９）運行体制 

 ○事業主体は、飛島村地域公共交通活性化再生法定協議会とする。 
 ○運行主体は、道路運送法第４条事業者（一般乗合事業者）を想定する。 
 ○利用者の安全を最優先とし、安全な人員輸送が可能な信頼性のある主体により運行を

行う。 
 
（10）事業性の確保 

 ○飛島公共交通バスは、利用者の運賃負担による運行を基本とするが、現状は事業性が

確保できておらず、今後も必要とされる運行負担金を飛島村が負担する。 
 ○交通サービスの利便性を高めつつ、無駄を省いた合理的な運行を目指すことで、飛島

村等の事業負担の軽減を図る。 
 ○臨海部立地企業、港湾管理者、周辺自治体等の関係者の協力を仰ぎ、持続性のある交

通の確保を目指す。 
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（11）運行ルート 
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２．飛島コミュニティバス 
（１）飛島コミュニティバス構築の考え方 

○住民の生活の足を確保した「便利で安全なくらし」の提供 
 飛島村では住民の生活の足は、「自家用車」が中心となっている。村内の主要施設や海南

病院などを利用するには自家用車が必要であり、高齢者や身障者等の移動制約者にとって

は、生活しづらい不便な環境となっている。 
 飛島村の住民にとって、買い物・通院等の生活に必要な各種施設が利用できる「生活の

足」を確保することで「便利で安全なくらし」の提供を目指す。 
 
○公共交通のない交通空白地帯を解消する公平な公共交通サービスの提供 
 飛島村には、近鉄蟹江駅と臨海部を結ぶ路線バスが確保されているが、西部・東部等の

一部の集落地域には、公共交通が提供されていない交通空白地帯がある。 
こうしたエリアを対象に、現状の飛島村の補助投入額の増大を招かない範囲で、地域の

ニーズに応じた公平な公共交通の提供を目指す。 
 
○関係事業をふまえた利用イメージの想定 

 飛島村の移動制約者に対する福祉施策として、福祉巡回バスや福祉タクシー料金助成事

業等が行われている。また、スクールバス等の導入も将来的には検討される予定である。 
これら関係事業をふまえ、当該コミュニティバスの利用イメージとしては、自動車運転

免許証を保有しない、または、自動車運転を控えようとしている人で、かつ、福祉施策支

援対象とはならない移動制約者等を想定し、そのニーズを踏まえた事業構築を目指す。 
 
○蟹江線等と接続した交通ネットワークの構築 
 住民の交通行動は、飛島村内に限らず、名古屋市等広域に及ぶ。コミュニティバスの構

築は、近鉄蟹江駅や名古屋港方面との接続等を想定し、できうる範囲での交通ネットワー

クの構築を目指す。 
 
○受益者負担と税金投入のバランスの取れた持続性のある公共交通の確立 
 飛島村住民の意見として、過半数から「税金を投入した公共交通の整備・維持に賛成す

る」との回答を得た。 
 コミュニティバスの導入に当たっては、住民にとって公平な公共交通ネットワークの提

供を図りつつ、全てを行政負担に頼らない、受益者負担の原則から有償による運賃収入を

確保した持続性のある公共交通の構築を目指す。 
 
○定期的な事業評価による必要性評価・事業改善 

 交通空白地帯の解消等、基本目標の達成として提供したバスサービスであっても、地域

住民のニーズにあわなければ利用されない。コミュニティバスの実施に当たっては、期間

を定めた試行的運行を行い、法定協議会等においてその利用状況等から事業の必要性を検

証すると共に、定期的な事業評価を行い、事業改善のための見直しを行う。 
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（２）利用者像の設定 

 基本方針に示すように、既存の三重交通バスや福祉巡回バス等と相互に補完し、飛島コ

ミュニティバス事業の事業性を確立するため、具体的な利用者像を設定しておく必要があ

る。 
 
  ○子供、高齢者、身障者など、自動車免許を有しない移動制約者 
  ○高齢者や身障者など、自動車の運転を控えている住民 
  ○安全性の観点で自家用車から公共交通を選択する住民 
  ○公共交通が提供されていない交通空白地帯の住民  等 
 
 を想定する。 
 
○コミュニティバス事業の利用者像に対する考え方（概念図） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）通勤通学者等への対応：三重交通飛島蟹江線による対応 

 朝夕の利用が集中する通勤通学者については、従来から三重交通による三重交通飛島蟹

江線が運行されている。平成 21 年４月からは、法定協議会が事業主体となり、更なる利

便性向上を目指した路線バス（蟹江線）運行を実施する。 
 現状、通勤者のほとんどは、自動車運転免許を有しており、バスを利用するよりも自由

で利便性の高い自動車を利用する傾向にある。そのため、移動制約者として支援する必要

■路線バス事業（蟹江線等）
・主な利用者：通勤通学等不特定多数
・運賃：有償（距離制運賃）

■スクールバス事業
・主な利用者：小中学校等児童
・運賃：無償

■福祉タクシー料金助成事業
・主な利用者：心身障害者、要介護高齢者等
・運賃：初乗運賃分を助成、その他は個人負担

■福祉巡回バス事業
・主な利用者：ふれあいの郷を利用する高齢者
・運賃：無償

名港線と接続
事業見直しを行っており、路
線バス事業でカバー

小中一貫校化
教育委員会にて必要性を協議
予定

現行のサービスを継続予定
（民生部）

サービス内容を庁内（民生
部）にて見直し検討予定

通勤通学者

児 童

身障者等

高齢者等

＜主な利用者像＞
○十分な外出手段を有しない移動制約者
○交通空白地帯の住民

（子ども、高齢者、身障者、運転免許証非保有者等）

通 院 ■海南病院通院支援タクシー事業
・主な利用者：海南病院利用者（事前登録）
・運賃：有償（１回500円）

コミュニティバスの導入に併
せて新規実施

※下記対象者は、別途事業の実施により支援（カバー）

対象 全住民

飛島コミュニティバスの利用者像

■路線バス事業（蟹江線等）
・主な利用者：通勤通学等不特定多数
・運賃：有償（距離制運賃）

■スクールバス事業
・主な利用者：小中学校等児童
・運賃：無償

■福祉タクシー料金助成事業
・主な利用者：心身障害者、要介護高齢者等
・運賃：初乗運賃分を助成、その他は個人負担

■福祉巡回バス事業
・主な利用者：ふれあいの郷を利用する高齢者
・運賃：無償

名港線と接続
事業見直しを行っており、路
線バス事業でカバー

小中一貫校化
教育委員会にて必要性を協議
予定

現行のサービスを継続予定
（民生部）

サービス内容を庁内（民生
部）にて見直し検討予定

通勤通学者

児 童

身障者等

高齢者等

＜主な利用者像＞
○十分な外出手段を有しない移動制約者
○交通空白地帯の住民

（子ども、高齢者、身障者、運転免許証非保有者等）

通 院 ■海南病院通院支援タクシー事業
・主な利用者：海南病院利用者（事前登録）
・運賃：有償（１回500円）

コミュニティバスの導入に併
せて新規実施

※下記対象者は、別途事業の実施により支援（カバー）

対象 全住民

飛島コミュニティバスの利用者像
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性・優先度は低い。 
 また、通学者については、近鉄蟹江駅を利用する自動車運転免許を有していない高校生・

大学生が想定されるが、高齢者と異なり自転車での行動範囲は広く、飛島蟹江線での利用

が可能であることから、移動制約者として支援する優先度は高くない。 
 以上より、通勤・通学者は、当初の計画としては飛島コミュニティバスのメインユーザ

ーとしては想定しない。 
 
 
（４）運行ルート設定の考え方 

 基本目標や基本方針を達成し、利用者像の設定をふまえ、飛島コミュニティバスの運行

ルートについて、下記の考え方に従い設定した。 
 
○基本的な目的施設利用のための公共交通サービスの提供とまちづくりの推進 

住民の生活の中で利用が欠かせない基本的な目的施設「医院、商店、農協、警察、郵便

局、すこやかセンター、役場、ふれあいの郷」に対して、乗り換えを必要としない新たな

公共交通サービスを提供する。 
 
○蟹江線との接続・バス交通ネットワークの構築  

基本的な目的施設をつないだ運行ルートは、一部蟹江線と併走する。併走区間を活用し、

安全で利用しやすい乗継場所を役場に整備することで、近鉄蟹江駅方面へのアクセス性の

確保と、飛島村のバス交通ネットワークの構築を目指す。 
 
○投資額を抑え、大きな事業効果を生み出す運行方法の構築 

正確な利用者予測が立てづらい新規事業であり、定期的な事業評価とそれに伴う事業改

善は必要不可欠である。そのため、初期投資を極力抑え、事業改善策に柔軟に対応する体

制とする必要がある。 
また、利用者の利用形態としては、毎日というよりは週数回での利用となる。そのため、

西部（オレンジ）、中部（青）、北東部（赤）、南部（緑）の４つの運行ルートを曜日設定し、

オレンジルート及び青ルートは月・水・金曜日、赤ルート及び緑ルートは火・木・土曜日

に運行し、１台の車両で飛島村全域をカバーする運行方法を想定する。 
 
○公平性のあるサービス提供・交通空白地域の解消 

現在、公共交通が提供されていない交通空白地域を中心に、新たな公共交通サービスの

提供を行う。 
ただし、居住者のいない、田畑・事業所等のエリアは対象としない。 

 
○利用者の利便性を想定した１方向約 30 分で運行可能なルート延長 

利用者の利便性を確保するために、目的地まであまり遠回りせず１方向約 30 分で目的

地に到達できる運行ルートの設定を行う。 
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（５）運行時間・運行回数 

○運行時間：朝から夕方までの運行 

 利用者像の想定をふまえ、通院・買い物等の日常生活での利用を想定し、朝９時～夕方

16 時 30 分までを運行時間帯とする。 
 乗務員の拘束時間は、運行経費に大きく影響するため、事業採算性を考慮し、運転手の

交代のない範囲で運行できる時間帯とする。また、蟹江線に投入する車両を利用すること

で車両費削減を図るため、蟹江線の運行時間帯と調整し、利用可能な時間帯の運行とする。 
想定時間 ９:00～16:30（運転手の交代のない範囲及び車両利用が可能な時間帯） 

 
○運行間隔：１方向約 30 分、午前午後に各２ルート往復設定での運行ピッチ 

 １方向約 30 分、午前午後に各２ルートの往復を設定し、目的地での所用時間（概ね１

時間）を出来る限り考慮した運行間隔とする。 
 
○運休日 

運休日は、日曜日、国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）に規定する休

日及び 12 月 29 日から翌年 1 月 3 日までとする。 
 
 
（６）バス停位置 

 高齢者や身障者等が利用しやすい集落の中心や集落境及びヒアリングで確認した目的施

設（農協、ふれあいの郷、郵便局等）を基本とする。 
 ただし、道路管理者及び交通管理者と十分協議し、下記の方針に基づき設置する。 
 ・バス待ち及びバスから降りた利用者の安全が確保される場所 
 ・バスの停車による一般車、タクシー及び歩行者への影響が少ない場所 
 ・バス停の存在が利用者に分かりやすい見通しの良い場所 
 ・公共施設空間と一体的に設置が可能な場所 
 ・周辺住民の相互理解に基づき設置が可能な場所 
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（７）使用車両・投入台数 

蟹江線に投入予定の小型車両の１台を共用することで初期投資を抑えることとする。 
具体的には、利用者の乗降のしやすさ、車いすでの利用や高齢者等に配慮したバリアフ

リー仕様のノンステップタイプとし、かつ環境にも配慮した車両を導入する。 
 
○使用車両のイメージ：日野自動車「ポンチョ」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：日野自動車 HP（http://www.hino.co.jp/poncho/concept/index.html）より 
 
○シートアレンジイメージ：日野自動車「ポンチョ」の横向きタイプ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：日野自動車 HP（http://www.hino.co.jp/poncho/seat/index.html）より 
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（８）運賃設定 

 受益者負担の原則に従い、先行事例等をもとに、１乗車１回 100 円の有償運送とする。 
 なお、ヒアリングで要望があった、高齢者・身障者等向け割引運賃制度等、利用促進に

対して効果のある料金制度については実証実験として導入し、その利用状況から継続を判

断する。 
 
（参考）中部運輸局管内のコミュニティバスにおける定額運賃の内訳実態（2007 年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料：中部運輸局「中部におけるコミュニティバスの現状と課題」（平成 19 年９月 28 日）より 
 
 
（９）運行体制 

 ○事業主体は、飛島村地域公共交通活性再生法定協議会とする。 
○運行主体は、次の安全性確保等の観点から、道路運送法第４条で規定される一般旅客

自動車運送事業者（その内の第３条イ一般乗合旅客自動車運送事業）による運行を想

定する。 
○安全面での信頼性を確保するため、大型２種免許を有する運転手を確保することがで

き、安全な人員輸送や管理が可能となる、道路運送法第４条事業者に運行を委託する。 
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（10）運行ルート案 

系統１（オレンジルート）：西部 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ オレンジコース 時間 ＮＯ オレンジコース 時間
11 ふれあいの郷 9:00 11 ふれあいの郷 13:30
24 中江 9:03 24 中江 13:33
25 汐除（東） 9:04 25 汐除（東） 13:34
26 汐除（西） 9:05 26 汐除（西） 13:35
27 重宝(中） 9:07 27 重宝(中） 13:37
28 重宝（南） 9:09 28 重宝（南） 13:39
29 大宝公園 9:10 29 大宝公園 13:40
30 八島神社 9:11 30 八島神社 13:41
31 やすらぎの里 9:12 31 やすらぎの里 13:42
32 大宝寺 9:14 32 大宝寺 13:44
33 大宝東 9:17 33 大宝東 13:47
6 加藤クリニック 9:20 6 加藤クリニック 13:50
7 ＪＡ海部飛島支店 9:25 7 ＪＡ海部飛島支店 13:55
8 太田医院 9:27 8 太田医院 13:57
9 産業会館 9:29 9 産業会館 13:59

10 役場 9:32 10 役場 14:02
11 ふれあいの郷 9:35 11 ふれあいの郷 14:05

午　前 午　後

ＮＯ オレンジコース 時間 ＮＯ オレンジコース
11 ふれあいの郷 10:25 11 ふれあいの郷 14:55
10 役場 10:28 10 役場 14:58
9 産業会館 10:31 9 産業会館 15:01
8 太田医院 10:33 8 太田医院 15:03
7 ＪＡ海部飛島支店 10:35 7 ＪＡ海部飛島支店 15:05
6 加藤クリニック 10:40 6 加藤クリニック 15:10

33 大宝東 10:43 33 大宝東 15:13
32 大宝寺 10:46 32 大宝寺 15:16
31 やすらぎの里 10:48 31 やすらぎの里 15:18
30 八島神社 10:49 30 八島神社 15:19
29 大宝公園 10:50 29 大宝公園 15:20
28 重宝（南） 10:51 28 重宝（南） 15:21
27 重宝(中） 10:53 27 重宝(中） 15:23
26 汐除（西） 10:55 26 汐除（西） 15:25
25 汐除（東） 10:56 25 汐除（東） 15:26
24 中江 10:57 24 中江 15:27
11 ふれあいの郷 11:00 11 ふれあいの郷 15:30
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系統２（青ルート）：中部 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ 青コース 時間 ＮＯ 青コース
11 ふれあいの郷 9:45 11 ふれあいの郷 14:15
34 北枕江（東） 9:50 34 北枕江（東） 14:20
35 中用水（西） 9:52 35 中用水（西） 14:22
36 上用水（西） 9:54 36 上用水（西） 14:24
37 上用水（東） 9:56 37 上用水（東） 14:26
38 泉之郷 9:58 38 泉之郷 14:28
6 加藤クリニック 10:00 6 加藤クリニック 14:30
7 ＪＡ海部飛島支店 10:05 7 ＪＡ海部飛島支店 14:35
8 太田医院 10:07 8 太田医院 14:37
9 産業会館 10:09 9 産業会館 14:39

10 役場 10:12 10 役場 14:42
11 ふれあいの郷 10:15 11 ふれあいの郷 14:45

午　前 午　後

ＮＯ 青コース 時間 ＮＯ 青コース
11 ふれあいの郷 11:10 11 ふれあいの郷 15:40
10 役場 11:13 10 役場 15:43
9 産業会館 11:16 9 産業会館 15:46
8 太田医院 11:18 8 太田医院 15:48
7 ＪＡ海部飛島支店 11:20 7 ＪＡ海部飛島支店 15:50
6 加藤クリニック 11:25 6 加藤クリニック 15:55

38 泉之郷 11:27 38 泉之郷 15:57
37 上用水（東） 11:30 37 上用水（東） 16:00
36 上用水（西） 11:32 36 上用水（西） 16:02
35 中用水（西） 11:34 35 中用水（西） 16:04
34 北枕江（東） 11:37 34 北枕江（東） 16:07
11 ふれあいの郷 11:40 11 ふれあいの郷 16:10
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系統３（赤ルート）：北東部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＮＯ 赤コース 時間 ＮＯ 赤コース 時間
11 ふれあいの郷 13:25

1 南竹公園 9:00 1 南竹公園 13:30
2 梅之郷 9:05 2 梅之郷 13:35
3 三福 9:10 3 三福 13:40
4 笹之郷（北） 9:13 4 笹之郷（北） 13:43
5 笹之郷（中） 9:14 5 笹之郷（中） 13:44
6 加藤クリニック 9:15 6 加藤クリニック 13:45
7 ＪＡ海部飛島支店 9:20 7 ＪＡ海部飛島支店 13:50
8 太田医院 9:22 8 太田医院 13:52
9 産業会館 9:24 9 産業会館 13:54

10 役場 9:27 10 役場 13:57
11 ふれあいの郷 9:30 11 ふれあいの郷 14:00

午　前 午　後

ＮＯ 赤コース 時間 ＮＯ 赤コース
11 ふれあいの郷 10:25 11 ふれあいの郷 14:55
10 役場 10:28 10 役場 14:58
9 産業会館 10:31 9 産業会館 15:01
8 太田医院 10:33 8 太田医院 15:03
7 ＪＡ海部飛島支店 10:35 7 ＪＡ海部飛島支店 15:05
6 加藤クリニック 10:40 6 加藤クリニック 15:10
5 笹之郷（中） 10:41 5 笹之郷（中） 15:11
4 笹之郷（北） 10:42 4 笹之郷（北） 15:12
3 三福 10:45 3 三福 15:15
2 梅之郷 10:50 2 梅之郷 15:20
1 南竹公園 10:55 1 南竹公園 15:25

11 ふれあいの郷 11:00 11 ふれあいの郷 15:30
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系統４（緑ルート）：南部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＮＯ 緑コース 時間 ＮＯ 緑コース
11 ふれあいの郷 9:40 11 ふれあいの郷 14:10
12 北竹（南） 9:44 12 北竹（南） 14:14
13 輪中堤（西） 9:45 13 輪中堤（西） 14:15
14 北新政 9:46 14 北新政 14:16
15 南新政 9:47 15 南新政 14:17
16 新政神社 9:48 16 新政神社 14:18
17 新政西 9:49 17 新政西 14:19
18 政成 9:51 18 政成 14:21
19 無量寺 9:54 19 無量寺 14:24
20 小学校北 9:55 20 小学校北 14:25
21 大用水(中） 9:56 21 大用水(中） 14:26
22 運動の森公園 9:57 22 運動の森公園 14:27
23 古台(西） 9:58 23 古台(西） 14:28
6 加藤クリニック 10:00 6 加藤クリニック 14:30
7 ＪＡ海部飛島支店 10:05 7 ＪＡ海部飛島支店 14:35
8 太田医院 10:07 8 太田医院 14:37
9 産業会館 10:09 9 産業会館 14:39

10 役場 10:12 10 役場 14:42
11 ふれあいの郷 10:15 11 ふれあいの郷 14:45

午　前 午　後

ＮＯ 緑コース 時間 ＮＯ 緑コース
11 ふれあいの郷 11:10 11 ふれあいの郷 15:40
10 役場 11:13 10 役場 15:43
9 産業会館 11:16 9 産業会館 15:46
8 太田医院 11:18 8 太田医院 15:48
7 ＪＡ海部飛島支店 11:20 7 ＪＡ海部飛島支店 15:50
6 加藤クリニック 11:25 6 加藤クリニック 15:55

23 古台(西） 11:27 23 古台(西） 15:57
22 運動の森公園 11:28 22 運動の森公園 15:58
21 大用水(中） 11:29 21 大用水(中） 15:59
20 小学校北 11:30 20 小学校北 16:00
19 無量寺 11:31 19 無量寺 16:01
18 政成 11:34 18 政成 16:04
17 新政西 11:35 17 新政西 16:05
16 新政神社 11:36 16 新政神社 16:06
15 南新政 11:37 15 南新政 16:07
14 北新政 11:38 14 北新政 16:08
13 輪中堤（西） 11:39 13 輪中堤（西） 16:09
12 北竹（南） 11:41 12 北竹（南） 16:11
11 ふれあいの郷 11:45 11 ふれあいの郷 16:15
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全ルート 
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３．海南病院通院支援タクシー 
（１）海南病院通院支援タクシー構築の考え方 

 三重交通近鉄弥富線の廃止（平成１７年）以降、飛島村から海南病院への通院に対応し

たバス路線はなく、現状、蟹江方面から近鉄電車、タクシーなどを乗り継ぐ必要がある。 
アンケートによると、60 歳以上の住民の約半数が弥富市の病院に通っており、海南病院

への公共交通整備に対する要望は強いものの、その利用頻度については１ヶ月に数回とい

う回答が最も多い。 
 こうしたニーズに応じた、海南病院への通院を支援するタクシー事業を構築する。 
 
（２）運行方法・運行路線 

予約（デマンド）制の有償乗合タクシー事業として運行する。 
住民の通院対応を主な目的とすることから、運行ルートは、役場を始め村内の主要なバ

ス停を起点とし、海南病院を終点とする。 
 
（３）運行時間・運休日 

往路並びに復路とも定時出発とする。運行時間は午前８時から午後４時までとする。 
また、運休日は、日曜日、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規

定する休日及び１２月２９日から翌年１月３日までとする。 
 
（４）料金設定 

利用料金は１乗車５００円とする。 
 
（５）運行体制 

運行主体は、道路運送法第３条ハで規定する一般乗用旅客自動車運送事業者（通称タク

シー事業者）でかつ第４条の許可事業者を想定する。 
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４．ミニバスターミナルの設置等環境整備 
 飛島公共交通バスと飛島コミュニティバスとを接続する地点にバスの乗り継ぎ、待合い

機能を持ったミニバスターミナルを整備する。設置する設備環境としては、飛島公共交通

バスの「蟹江線」と「名港線」の２系統のバスが停車できるバス停留所、風雨よけ、ベン

チ等を想定する。 
 その他のバス停については、住民・企業等の協力により、ベンチ等の設置を進める。 
 

（参考）ミニバスターミナルの整備イメージ 
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５．バスロケーションシステムの導入 
 飛島公共交通バスにおけるバスの走行地点を知らせる、ロケーションシステムを導入す

る。 
 飛島公共交通バスの運行主体となる三重交通が導入しているロケーションシステムをベ

ースに携帯電話を活用したシステムを想定する。 
 
（参考）三重交通のバスロケーションシステム 
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６．利用促進策 
 飛島公共交通バス及び飛島コミュニティバスの利用促進を図るため、下記の事業を実施

する。なお、実施にあたっては運行事業者等との協議の上、推進するものとする。 
 
（１）実証運行の実施 

 飛島公共交通バス及び飛島コミュニティバスについて、事業投資規模に応じた利用が見

込まれるか確認するために、３年間の実証運行を行う。 
 毎年、利用者数のモニタリング、利用者の満足度評価等を行い、事業の継続必要性を協

議する。 
実証運行後、継続することが確認された事業については、利用者に対する意向調査を定

期的に行い、ニーズに応じた交通サービスの改善を図るものとする。 
 
（２）サポーター制度の導入検討 

 事業性の確保を行うため、飛島公共交通バス及び飛島コミュニティバスに対して、住民・

事業者からの協賛を募る。 
 協賛方法については、単なる協賛金・寄付金だけではなく、バス停留所設置時の私有地

使用許可、ベンチ・風雨よけ等の提供、花壇の維持管理、停留所の清掃維持等、様々な協

賛方法があるため、住民・事業者の自由な発想による協力を仰ぐ。 
 
（３）広告事業の導入検討 

 時刻表・バス停・バス車両等における広告事業を行う。 
 
（４）広報活動 

 時刻表の作成・配布、ホームページや広報による情報発信、住民・事業者説明会等を実

施し、広く PR 活動を行う。 
 飛島公共交通バス及び飛島コミュニティバスの事業推進は、実際の利用者の利便性だけ

ではなく、自家用自動車からの転換による交通安全の確保、CO2 発生量の削減（環境対応）、

地元商店の活用等による地域経済の活性化（まちづくり）、高齢者の外出機会の拡大による

健康促進（医療福祉対策）等、さまざまな効果が期待される。 
 これらは、地域住民が利用することで初めて得られる効果であるため、多くの住民利用

による事業協力が期待される。当該事業の必要性を住民に対して情報発信し、コミュニテ

ィバスを守り・育てていく「マイバス」意識の醸成を促していく。 
 
（５）飛島コミュニティバスの実験期間中の利用促進策（料金の減免措置等） 

 バス事業の利用促進策の一つとして、これまで全くバスを利用したことが無い人に利用

してもらうため、当初の六ヶ月間は無料とする（潜在需要の発掘）。 
なお、それ以降は、高齢者、身障者等を対象とした具体的な利用促進策について、コミ

ュニティバス検討委員会で協議検討し、飛島村地域公共交通活性化再生法定協議会で設定

する。 



 68

 
７．その他関連事業 
（１）小中学校の児童・生徒への対応：スクールバス事業の導入検討 

 対象者の居住地と学校とを、登下校の時間に合わせ移送することが求められるスクール

バスの事業的性格から、特に夕刻の下校時の走行はコミュニティバスの運行ニーズとは相

容れないことが想定される。このため、スクールバスとコミュニティバスとは別の事業と

して考える必要があり、小中学校の児童・生徒を対象としたスクールバスの導入について

は、教育委員会においてその必要性について別途協議する予定である。 
 
 
（２）心身障害者・要介護高齢者への対応：福祉タクシー料金助成事業による対応 

 移動制約者として想定される心身障害者・要介護高齢者に対しては、福祉タクシー料金

助成事業が行われている。海南病院通院支援タクシー事業の実証運行に伴い、当該サービ

スについては、担当部局（民生部）により一部助成額の見直しを検討する予定である。 
 
 
（３）敬老センターを利用する高齢者への対応：福祉巡回バス事業による対応 

 敬老センターを利用する高齢者に対して無償の福祉巡回バスが毎週月曜日と木曜日に３

ルート運行している。コミュニティバスの運行を実施しても、当該福祉巡回バスは今後も

存続する予定である。 
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第７章 PDCA サイクルの構築 

 
１．PDCA の考え方 
 飛島コミュニティバスの事業性を逐次評価し、事業継続の判断や利用者ニーズに応じた

改善等を行うため、下図に示すように法定協議会を活用し、飛島公共交通バス及び飛島コ

ミュニティバスの PDCA を実施する。 
 事業の達成目標を法定協議会メンバーの共通理解のもとで設定（Plan）し、事業理念を

踏まえた上で交通事業者によりバスを運行（Do）する。そして、事前に設定した評価指標

を用いてバス事業を評価（Check）すると共に、評価結果をふまえた運行内容の見直し

（Action）を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．プロセスフロー 
 次頁に示す事業評価シートを用いて、毎年事業評価を行い、事業改善を行う。 
 事業の実施状況に応じて評価指標やその評価手法も変化するため、当該フォーマットシ

ートを参考に毎年法定協議会にて PDCA プロセスフローを作成する。 

Plan
事業理念・達成目標の設定
協議会にて設定

Do
バス事業の推進
交通事業者による実施

Check
評価指標による達成状況の評価

協議会にてモニタリング

Action
評価をふまえた目標の見直し

協議会にて協議調整

協議会を活用した
マネジメント

サイクルの構築

Plan
事業理念・達成目標の設定
協議会にて設定

Do
バス事業の推進
交通事業者による実施

Check
評価指標による達成状況の評価

協議会にてモニタリング

Action
評価をふまえた目標の見直し

協議会にて協議調整

協議会を活用した
マネジメント

サイクルの構築

協議会による
事業管理

Plan：目標設定

Do：運行
Check：評価

Action：見直し

Plan

DoCheck

Action
持続的な改善による

バス事業の継続

協議会による
事業管理

Plan：目標設定

Do：運行
Check：評価

Action：見直し

Plan

DoCheck

Action
持続的な改善による

バス事業の継続
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■飛島コミュニティバス事業評価のプロセスフロー・フォーマットシート 
 
 

背景・地域の状況  事業目的（事業理念）  実施方法  事業結果  改善すべき点 

○路線バスが無く、公共

交通が提供できていな

い地域がある。 
○村内の主要な施設への

移動手段は自家用車し

かない。 
 
 
 
 
 
 
 

 ○移動制約者の公共交通

を維持、確保する。 
 ○財源：利用者負担 

    行政負担 
○委託運行 
○アンケート調査 
 

 ○事業性：目標達成 
○乗降客数：目標未達 
 

 ○料金設定の改定 
○経路改訂 
○ダイヤ改訂 

   
 

      

  その評価に必要な指標  インプット等  アウトカム   

○投入額（事業費） 
 
 

  ○乗降客数 
○住民満足度 
 
 
 
 

 

 

 ○乗降客数：目標●人／便

○満足度：目標●％ 
  

注）表中の○印・斜体文字は、記入項目の例示 
資料：中部運輸局「コミュニティバス等評価プログラム策定調査検討会」会議資料より 
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３．実証実験期間中の事業評価 
 
（１）飛島公共交通バスの事業評価 
○事業背景・目的 
 飛島公共交通バスについては、既存の三重交通バス及び飛島バスが運行されていること

を鑑み、持続可能な事業を目指すと共に、サービスの高度化が期待される。 
○評価指標 
 指標１：運行経費に占める運賃収入割合の向上（対前年比プラス） 

・事業の持続性確保のため、飛島村による事業経費負担の軽減、運賃収入割合の向上

を目指す。 
 指標２：利用者満足度の向上 
  ・ルート改変や新規設定のバス停位置等に対する評価等、利用者の満足度調査を行い、

事業の改善を目指す。 
 
（２）飛島コミュニティバスの事業評価 
○事業背景・目的 
 飛島コミュニティバスについては、新たな事業であることを鑑み、バス事業の普及定着

と住民ニーズへの的確な対応を目的とする。 
○評価指標 
 指標１：実証実験における乗降者数の推移にみる必要性評価（対前年比プラス） 
  ・事業の必要性、事業の定着を確認するため、実証実験期間中における乗降者数の推

移を確認し、利用者の増加（対前年比プラス）を目指す。 
指標２：利用者満足度の向上 

  ・利用者満足度の調査と、それに伴う事業改善により利用者満足度の向上を目指す。 
 
（３）海南病院通院支援タクシー 

○事業背景・目的 
 海南病院通院支援タクシーについては、新たな事業であることを鑑み、構築の考え方で

示しているように、アンケート調査によるニーズをふまえた通院支援を目的とした、新規

事業化を目指す。 
○評価指標 
 指標１：実証実験における利用者数の推移にみる必要性評価（対前年比プラス） 
  ・事業の必要性、事業の定着を確認するため、実証実験期間中における利用者数の推

移を確認し、利用者の増加（対前年比プラス）を目指す。 
 指標２：運行経費に占める運賃収入割合の向上（対前年比プラス） 

・新規事業の事業性の担保から、飛島村による事業経費負担の軽減、運賃収入割合の

向上を目指す。 
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参考資料 

 
１．飛島村地域公共交通活性化再生法定協議会規約 
 
目次 
 第１章 総則（第１条～第４条） 
 第２章 委員（第５条・第６条） 
 第３章 役員（第７条～第10条） 
 第４章 総会（第11条～第18条） 
 第５章 幹事会等（第19条～第21条） 
 第６章 事務局（第22条～第24条） 
 第７章 会計（第25条～第29条） 
 第８章 清算（第30条） 
 第９章 雑則（第31条） 
 附則 
 
第１章 総則 
 （目的） 
第１条 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年法律第５９号。以下「法」

という。）第６条第１項の規定に基づき、地域公共交通総合連携計画（以下「連携計画」

という。）の策定に関する協議及び連携計画の実施に係る連絡調整を行うため、飛島村

地域公共交通活性化再生法定協議会（以下「協議会」という。）を置く。 
 （事務所） 
第２条 協議会は、事務所を飛島村役場内（愛知県海部郡飛島村竹之郷三丁目１番地）に

置く。 
 （事業） 
第３条 協議会は、次の業務を行う。 

（１）連携計画の策定及び変更の協議に関すること。 
（２）連携計画の実施に係る連絡調整に関すること。 
（３）連携計画に位置づけられた事業の実施に関すること。 
（４） 前３号に掲げるもののほか、当協議会の目的を達成するために必要なこと。 

 （委託） 
第４条 協議会は、前条に規定する業務について、委託することができる。 
 
第２章 委員 
 （協議会の委員） 
第５条 協議会は、次に掲げる者をもって充てる委員により組織する。 

(１) 住民及び利用者の代表 
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(２) 学識経験者 

(３) 愛知運輸支局長又はその指名する者 

(４) 名古屋港湾事務所長又はその指名する者 

(５) 一般旅客自動車運送事業者 

(６) 一般旅客自動車運送事業者が組織する団体 

(７) 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体 

(８) 愛知県、名古屋市、飛島村、名古屋港管理組合等の関係行政機関の職員で、各機

関の長が指定する者 

(９) 前各号に掲げるもののほか、会長が必要と認める者 

２ 協議会にオブザーバーを置くことができる。 

 （届出） 
第６条 委員は、その氏名及び住所（委員が団体の場合については、その名称、所在地及

び代表者の氏名）に変更があった場合は、遅滞なく協議会にその旨を届け出なければな

らない。 
 
第３章 役員 
 （役員の定数及び選任） 
第７条 協議会に次の役員を置く。 
（１）会長  １名 
（２）副会長 １名 
（３）監事  ２名 
（４）座長  １名 
２ 役員は、委員の中から総会において選任する。 
３ 役員は、相互に兼ねることはできない。 
 （役員の職務） 
第８条 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 
２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代理し、会長が欠けたと

きはその職務を行う。 
３ 監事は、次に掲げる業務を行う。 
（１）協議会の業務執行及び会計状況を監査すること。 
（２）前号において規定する監査において違法な事実、著しく不当な事実等を発見したと

きは、これを総会に報告すること。 
（３）臨時総会の召集を会長に請求すること（前号の報告をするため必要がある場合に限

る。） 
４ 座長は、会議を進行するとともに、取りまとめを行う。 
 （役員の任期） 
第９条 役員の任期は、１年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任

期又は年度の中途において増員された委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
２ 委員は、再任されることができる。 
３ 役員は、その任期が満了した場合においても、後任の役員が就任するまでの間は、な
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おその職務を行うものとする。 
 （役員の解任） 
第10条 協議会は、役員が次の各号のいずれかに該当するときは、総会の議決を経て、そ

の役員を解任することができる。この場合において、協議会は、その総会の開催の日の

５日前までに、当該役員に対し、その旨を書面でもって通知し、かつ、議決の前に弁明

する機会を与えるものとする。 
（１）心身の故障のため、職務の執行に堪えないと認められるとき。 
（２）職務上の義務違反その他役員たるにふさわしくない非行があったとき。 
 
第４章 総会 
 （総会の種別等） 
第11条 協議会の総会は、通常総会及び臨時総会とする。 
２ 総会においては、会長が議長となる。 
３ 通常総会は、毎年１回以上開催する。 
４ 臨時総会は、次に掲げる場合に開催する。 
（１）委員の２分の１以上から会議の目的たる事項を示した書面により請求があったとき。 
（２）第８条第３項第３号の規定による請求があったとき。 
（３）その他会長が必要と認めたとき。 
 （総会の招集） 
第12条 総会は、会長が招集する。 
２ 会長は、前条第４項第１号又は第２号の規定により請求があったときは、当該請求の

あった日から３０日以内に総会を招集しなければならない。 
３ 総会の招集は、少なくともその開催の日の７日前までに、会議の日時、場所、目的及

び審議事項を記載した書面をもって委員に通知しなければならない。 
 （総会の議決方法等） 
第13条 総会は、委員の過半数の出席がなければ開くことができない。 
２ 委員は、総会において、各１個の議決権を有する。 
３ 総会においては、前条第３項によりあらかじめ通知された事項についてのみ議決する

ことができる。ただし、緊急を要する事項については、この限りでない。 
４ 総会の議事は、第15条に規定するものを除き、出席した委員の議決権の過半数をもっ

て決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 
 （総会の権能） 
第14条 総会は、この規約において別に定めるもののほか、次に掲げる事項を議決する。 
（１）事業計画及び収支予算の設定又は変更に関すること。 
（２）事業報告及び収支決算に関すること。 
（３）協議会規程の制定及び改廃に関すること。 
（４）第３条各号に規定する業務に関すること。 
（５）その他協議会の運営に関する重要な事項に関すること。 
 （特別議決事項） 
第15条 次に掲げる事項は、総会において出席者した委員の議決権の３分の２以上の多数
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による議決を必要とする。 
（１）規約の改正 
（２）協議会の解散 
（３）委員の除名 
（４）役員の解任 
 （書面又は代理人による表決） 
第16条 やむを得ない理由により総会に出席できない委員は、あらかじめ通知された事項

につき、書面又は代理人をもって議決権を行使することができる。 
２ 前項の書面は、総会の開催の日の前日までに協議会に到着しないときは、無効とする。 
３ 第１項の代理人は、代理権を証する書面を協議会に提出しなければならない。 
４ 第13条第１項及び第４項並びに第15条の規定の適用については、第１項の規定により

議決権を行使した者は、総会に出席したものとみなす。 
 （重要事項の報告等） 
第17条 会長は、連携計画の実施、協議会の運営等に関する重要な事項（第14条及び第15

条に規定する事項を除く。）について、総会その他において委員に報告及び協議するも

のとする。 
２ 委員は、前項の報告及び協議に関する疑義等については、速やかに、書面をもって会

長に提出するものとする。 
 （議事録） 
第18条 総会の議事については、議事録を作成しなければならない。 
２ 議事録には、次に掲げる事項を記載する。 
（１）開催日時及び開催場所 
（２）委員の現在数、当該総会に出席した委員数及び氏名並びに第16条第４項により当該

総会に出席したと見なされた者の数及び氏名 
（３）議案 
（４）議事の経過の概要及びその結果 
（５）議事録署名者の選任に関する事項 
３ 議事録は、議長及び当該総会に出席した委員のうちからその総会において選任された

議事録署名人２名以上が記名押印しなければならない。 
４ 議事録は、事務所に備え付けなければならない。 
 
第５章 幹事会等 
 （幹事会の構成等） 
第19条 協議会の業務を円滑に行うため、幹事会を置く。 
２ 幹事会は、事務局長及び会長が指名する者により組織する。 
３ 幹事長には、事務局長をもって充てる。 
４ 幹事会は、必要に応じ幹事長が召集する。 
 （幹事会の権能） 
第20条 幹事会は、次に掲げる事項について協議する。 
（１）総会に付すべき事項に関すること。 
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（２）総会の議決した事項の執行に関すること。 
（３）その他幹事会において必要と認めた事項に関すること。 
２ 前項各号に掲げる事項については、前項第１号にあっては総会開催の直前に開催する

幹事会において、同項第２号及び第３号にあっては必要に応じて開催する幹事会におい

て、それぞれ協議する。 
 （専門部会） 

第21条 協議会は、必要に応じて専門部会を設置することができる。 

２ 専門部会は、委員及びその他協議会が必要と認めた者により組織する。 

３ 専門部会は、必要に応じて、関係者を招集し意見を聴くことができる。 

 
第６章 事務局 
 （事務局） 
第22条 協議会の業務を執行するため、飛島村役場総務部企画課に事務局を置く。 
２ 事務局に、協議会の庶務を総括して処理させるため、事務局長を置く。 
３ 事務局長は、飛島村役場総務部長をもって充てる。 
 （業務の執行） 
第23条 協議会の業務の執行については、この規約で定めるもののほか、次に掲げる規程

による。 
（１）事務処理規程 
（２）財務規程 
（３）文書取扱規程 
（４）公印取扱規程 
（５）内部監査実施規程 
 （書類及び帳簿の備付け） 
第24条 協議会は、事務所に次に掲げる書類及び帳簿を備え付けておかなければならない。 
（１）協議会規約及び前条各号に掲げる規程 
（２）役員等の氏名及び住所を記載した書面 
（３）収入及び支出に関する証拠書類及び帳簿 
（４）その他前条各号に掲げる規程に基づく書類及び帳簿 
 
第７章 会計 
 （事業年度） 
第25条 協議会の事業年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。 
 （資金の取扱い） 
第26条 協議会の資金の取扱方法は、財務規程で定める。 
 （収支予算） 
第27条 協議会の事業計画及び収支予算は、会長が作成し、幹事会の承認を得た後、総会

に提出しなければならない。 
 （監査等） 
第28条 会長は、毎事業年度終了後、次に掲げる書類を作成し、通常総会の前までに監事
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に提出し、その監査を受けなければならない。 
（１）事業報告書 
（２）収支計算書 
（３）正味財産増減計算書 
（４）貸借対照表 
（５）財産目録 
２ 監事は、前項に規定する書類を受領したときは、遅滞なくこれを監査し、その結果を

まとめた監査報告書を作成し、通常総会の前までに、当該報告書を会長に提出しなけれ

ばならない。 
３ 会長は、第１項各号に掲げる書類及び前項の監査報告書について、総会の承認を得た

後、これらを事務所に備え付けなければならない。 
 (報告) 
第29条 会長は、通常総会の終了後遅滞なく、次に掲げる書類を、飛島村長に提出しなけ

ればならない。 
（１）前年度の事業報告書及びその年度の事業計画書 
（２）前年度末の財産目録及び貸借対照表 
（３）前年度の収支計算書及びその年度の収支予算書 

第８章 清算 
 （清算手続） 
第30条 協議会が解散した場合には、会長であったものが、現務の結了、債権の取立て及

び債務の弁済、残余財産の分配その他の清算行為を行う。 
第９章 雑則 

（細則） 
第31条 この規約に定めるもののほか、協議会の事務の運営上必要な事項は会長が別に定

める。 
附 則 

 この規約は、平成２０年３月２１日から施行する。 
   附 則 
 この規約は、平成２０年６月２０日から施行する。 
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飛島村地域公共交通活性化再生法定協議会委員名簿（第５条関係） 

（敬称略・順不同） 

委員区分 職 名 氏 名 備考 

議会議長 岡部 光昭 監事 

区長会長 加藤 太三夫  第１号 

名古屋港西部臨海地帯企業連絡協議会会長 鈴木 和雄 監事 

第２号 名古屋産業大学環境情報ビジネス学部教授 伊豆原 浩二 座長 

第３号 
国土交通省中部運輸局愛知運輸支局首席運輸企

画専門官（企画調整担当） 
富本 茂  

第４号 
国土交通省中部整備局名古屋港湾事務所企画調

整課長 
高橋 佳克  

㈱ナゴヤシップサービス専務取締役 吉家 従典  

第５号 

三重交通㈱桑名営業所長 久保田 重人  

第６号 社団法人愛知県バス協会専務理事 長﨑 三千男  

第７号 愛知県交通運輸産業労働組合協議会議長 小林 宏  

愛知県地域振興部交通対策課長 宮崎 秀嗣  

愛知県海部建設事務所維持管理課長 山口 正幸  

愛知県港警察署交通課長 河村 好光  

愛知県名古屋水上警察署地域交通課長 恒川 広之  

愛知県蟹江警察署交通課長 朝田 武徳  

名古屋市総務局総合調整部交通政策室長 吉田 敏和  

名古屋港管理組合企画調整室調整担当課長 柿内 賢治  

第８号 

名古屋港管理組合港営部港営課長 中山 武彦  

飛島村村長 久野 時男 会長 

第９号 

飛島村副村長 立松 定昭 副会長 
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２．飛島村コミュニティバス検討委員会設置要綱 

 

 （設置） 
第１条 飛島村地域公共交通活性化再生法定協議会規約第 21 条及び、飛島村地域公共交

通会議第８条に規定する専門部会として、飛島村巡回バスのあり方及び最適な運行につ

いて検討するため、飛島村コミュニティバス検討委員会（以下「検討委員会」という。）

を設置する。 

 （組織） 

第２条 委員は、次に掲げる者のうちから飛島村地域公共交通活性化再生法定協議会長（以

下「法定協議会長」という。）が任命する。 

(1) 学識経験者 

(2) 議会 

(3) 区長会  

(4) 飛島村老人クラブ連合会 

(5) 飛島村社会福祉協議会 

(6) 飛島村シルバー人材センター 

(7) 村職員 

(8) 前各号に掲げるもののほか、法定協議会長が必要と認める者 

３ 委員の任期は、１年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、

前任者の残任期間とする。 

 （役員） 

第３条 検討委員会に、会長を置き、委員の互選により定める。 

２ 会長は、検討委員会の事務を掌理する。 

３ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、あらかじめその指名する委員がそ

の職務を代理する。 

 （会議） 

第４条 検討委員会においては、会長が議長となる。 

２ 検討委員会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開き、議決することができ

ない。 

３ 検討委員会の議事は、出席議員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決すると

ころによる。 

４ 検討委員会は、審議事項に関係する部署の職員の出席を求めることができる。 

 （庶務） 

第５条 検討委員会の庶務は、総務部企画課において処理する。 
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（雑則） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、検討委員会の運営に関し必要な事項は、会長が検

討委員会に諮って定める。 

 

  附 則 

 この要綱は、平成20年７月10日から施行する。 

 

 
飛島村コミュニティバス検討委員会委員名簿（第２条関係） 
 

（敬称略・順不同） 

委員区分 職 名 氏 名 備考 

第１号 名古屋産業大学環境情報ビジネス学部教授 伊豆原 浩二  

議会議員 橋本 渉  

第２号 

議会議員 鈴木 義男  

第３号 区長会長 加藤 太三夫  

第４号 飛島村老人クラブ連合会 中山 幸雄  

第５号 飛島村社会福祉協議会 服部 年秋  

第６号 飛島村シルバー人材センター 前田 正則  

副村長 立松 定昭  

教育長 山田 信之  

総務部長 服部 高幹  

開発部長 井田 晴己  

第７号 

民生部長 加藤 重和  

 


